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採択基準 基本観点 
発行者名 

２ 東書 １７ 教出 ４６ 帝国 ８１ 山川 １１６ 日文 ２２５ 自由社 ２２７ 育鵬社 ２２９ 学び舎 ２３６ 令書 

１ 学習指導

要領に示す

目標の達成

のために工

夫されてい

ること。 

全体としての特

徴や創意工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表１ 

単元を通して探究

する問いを分かりや

すく説明し、主体的

に興味をもちやすい

工夫がある。課題解

決的な学習の導入に

より、時代を大観し

ながら振り返ること

ができる。各単元で

見通しを持って学習

に取り組みやすい構

成になっている。 

豊富な資料によっ

て学習内容をより深

く理解できるよう工

夫されている。基礎・

基本の確実な定着

と、自ら考察できる

構成で、より主体的

に学習に取り組みや

すくなっている。 

全体的なバランス

が良く、見通しを持

って学習に取り組め

るように、豊富な資

料やイラスト、課題

を解決するための工

夫が多く導入されて

いる。興味・関心を引

き出す身近な地域の

歴史については幅広

く網羅している。 

高等学校の学習に

つなげやすいような

構成になっており、

記述にも因果関係を

意識した工夫があ

る。まとめと題した

課題も、整理しやす

い構成になってい

る。 

単元の中に、コラ

ムや資料が豊富で、

主体的に学びやすい

構成になっている。

また、思考ツールを

用いた活動で、自ら

の学びを自己調整す

ることや、変容を感

じられる工夫があ

る。 

振り返りの構成が

しっかりしており、

調べ学習、復習問題、

時代の象徴を考える

ページ、対話とまと

め図など主体的に学

習へ向かう工夫がさ

れている。 

小学校で学んだこ

とを生かせる工夫が

あり、歴史絵巻を用

いることで時代の流

れを大観し、歴史学

習への興味・関心を

高める構成となって

いる。 

各単元のタイトル

の工夫や取り扱う人

物の豊富さなど、主

体的に学習に向かう

構成がしっかりして

いる。まとめでは自

分の言葉で時代の特

色を表現し、時代を

大観できる工夫があ

る。 

巻末資料として、

文化資料を数多く掲

載することで、興味・

関心を持ちやすくな

っている。縦書きで

構成されており、政

権担当者・出来事対

照表など、読み物教

材としても興味関心

を持ちやすい構成に

なっている。 

２ 内容や構成

が学習指導を

進める上で適

切であるこ

と。 

（１） 基礎的・基

本的な知識及

び技能の育成

を図るための

配慮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史学習の導入

で、歴史の流れのま

とめ方、時代区分・年

代の表し方を説明

し、各見開きと共に、

小学校の学習内容と

の関連を示してい

る。 

 

各単元の導入で、

その時代の特色を表

す資料や図版を示

し、年表に人物や文

化財などのイラスト

を年代順に並べてい

る。単元末では語句

や問いの確認をして

いる。 

 

 

 

基礎的・基本的な

知識、技能の習得の

ため、他分野との関

連を記号で示し、我

が国の歴史に関連す

る世界の出来事を適

切に取り扱ってい

る。 

歴史学習の導入

で、歴史の流れのま

とめ方、時代区分・年

代の表し方を説明

し、各見開きと共に、

小学校の学習内容と

の関連を示してい

る。 

 

各単元の導入で、

時代の特色を表す資

料や図版を提示し、

単元末で、年表、地

図、資料、図版など

で、まとめを行って

いる。 

 

 

 

 

 

基礎的・基本的な

知識、技能の習得の

ため、他分野との関

連を欄外に分かりや

すく示したり、我が

国の歴史の流れに関

連する世界の出来事

を適切に取り扱った

りしている。 

歴史学習の導入

で、歴史の流れのま

とめ方、時代区分・年

代の表し方を説明

し、各見開きと共に、

小学校の学習内容と

の関連を示してい

る。 

 

単元の導入で、大

きなイラストを提示

し、時代の特色を視

覚的に捉え、単元末

では導入を振り返っ

て関連付け、年表や

図でまとめたりして

いる。 

 

 

 

 

基礎的・基本的な

知識、技能の習得の

ため、他分野との関

連を記号で示し、我

が国の歴史に関連す

る世界の出来事を適

切に取り扱ってい

る。 

 

 

各時代を大観する

イラストや各種資料

を効果的に配置し、

資料を読み取る視点

歴史学習の導入

で、時代区分の方法

を、小学校での既習

人物を例にまとめて

いる。 

 

 

 

 

各単元の導入で、

年表や図版、イラス

トなどで歴史の流れ

や時代の特色が概観

できるようにしてい

る。単元末では、記述

式でまとめる問いを

設定している。 

 

 

 

 

基礎的・基本的な

知識、技能の習得の

ため、我が国の歴史

に関連の深い世界の

出来事を適切に取り

扱っている。 

歴史学習の導入

で、歴史の流れのま

とめ方、時代区分・年

代の表し方を説明

し、各見開きと共に、

小学校の学習内容と

の関連を示してい

る。 

 

各単元の導入で、

時代の特色を表す資

料や図版、写真、イラ

ストを提示し、単元

末で、年表、マトリク

スでまとめる方法を

示している。 

 

 

 

 

 

基礎的・基本的な

知識、技能の習得の

ため 、他分野との関

連を記号で示し、我

が国の歴史にかかわ

る世界の出来事を適

切に取り扱ってい

る。 

歴史学習の導入

で、 歴史の流れのま

とめ方、時代区分・年

代の表し方を説明

し、各見開きと共に、

小学校の学習内容と

の関連を示してい

る。 

 

各単元の導入で、 

図版、イラストや小

学校で学んだ人物の

紹介を基に歴史の流

れや時代の特色が概

観できるようにして

いる。 

 

 

 

 

 

単元末では導入を

振り返って関連付

け、年表や図でまと

めたりしている。 

基礎的・基本的な知

識、技能の習得のた

め、我が国の歴史に

かかわる世界の出来

事を適切に取り扱っ

ている。 

歴史学習の導入

で、時代区分の方法

を、小学校での既習

人物を例にまとめて

いる。 

 

 

 

 

各単元の導入で

は、年表や絵画を提

示するとともに、そ

の時代の資料を年代

順に並べることで、

歴史の流れと時代の

移り変わりを視覚的

に捉えさせ、単元末

で、年表、地図、資料

を用いてまとめてい

る。 

 

基礎的・基本的な

知識、技能の習得の

ため、我が国の歴史

にかかわる世界の出

来事を適切に取り扱

っている。 

歴史学習の導入

で、調べ方やまとめ

方、時代区分・年代の

表し方を説明してい

る。 

 

 

 

 

各単元の導入で、

時代の特色を表す資

料や図版、写真を提

示し、単元末で、年表

や問いでまとめてい

る。 

 

 

 

 

 

 

基礎的・基本的な

知識、技能の習得の

ため、我が国の歴史

にかかわる世界の出

来事を適切に取り扱

っている。 

歴史学習の導入

で、小学校での既習

事項、年代や時代の

表し方、グループで

の調べ学習、歴史的

な見方・考え方につ

いて説明している。 

 

 

各単元の導入で、

年表を示しながら、

政治・外交・文化・産

業についての問いを

提示している。 

 

 

 

 

 

 

 

基礎的・基本的な

知識、技能の習得の

ため、我が国の歴史

にかかわる世界の出

来事を適切に取り扱

っている。 
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別表２ を示している。 

 (２) 思考力・判

断力・表現力等

の育成を図る

ための配慮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表３ 

各種資料を効果的

に配置し、考察を深

めるための視点を示

している。 

 

各章に探究課題、

各節に探究のステッ

プ、各見開きに学習

課題を構造化して設

定し、単元を見通し

て思考・判断・表現す

る活動ができるよう

にしている。 

 

 

各章末では、年表

や地図などを用いて

節・章の課題をまと

めたり、思考ツール

を使ってまとめの活

動を行ったりするな

ど、思考力・判断力・

表現力などの育成を

図ろうとしている。 

各種資料を効果的

に配置し、考察を深

めるための視点を示

している。 

 

各見開きに学習内

容を確認する課題と

表現する課題とを段

階的に設定してい

る。 

 

各節ごとに、重要

ポイントを捉える課

題を設定している。 

 

各章末には、時代

を大観する年表や地

図を示し、各時代の

特色をつかむ学習活

動を行い、思考力・判

断力・表現力などの

育成を図ろうとして

いる。 

章の問い、節の問

い、見開きの学習課

題を構造化して設定

し、単元を見通して

思考・判断・表現する

活動ができるように

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

各章末では、年表

や資料を用いて各時

代のようすを整理・

取得させ、例示され

た言語活動を通し

て、思考力・判断力・

表現力などの育成を

図ろうとしている。 

各種資料を効果的

に配置し、考察を深

めるための視点を示

している。 

 

各見開きに導入の

問いとまとめの課題

を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

各章末では、政治・

経済や世界とのつな

がり、変化について

まとめ、振り返る課

題を示し、思考力・判

断力・表現力などの

育成を図ろうとして

いる。 

各種資料を効果的

に配置し、考察を深

めるための視点を示

している。 

 

各見開きに学習課

題とそれを考察する

ための見方・考え方

を示し、確認後に見

方・考え方を働かせ

るための深める問い

を設定している。 

 

 

 

各単元の始めに各

時代を大観する資料

などから視点を示

し、時代の転換や特

色を示し、思考力・判

断力・表現力などの

育成を図ろうとして

いる。 

各種資料を効果的

に配置し、考察に役

立つよう配慮してい

る。 

 

各見開きに学習課

題を設定し、最後に

確認する問いを示し

ている。 

 

 

 

 

 

 

各章末には、資料

を用いて各時代を大

観し、その時代につ

いて表現する課題に

取り組ませること

で、思考力・判断力・

表現力などの育成を

図ろうとしている。 

各種資料を効果的

に配置し、考察に役

立つよう配慮してい

る。 

 

各見開きに学習課

題を設定し、最後に

確認する問いを示し

ている。 

 

 

 

 

 

 

各単元末には、年

表や資料を用いて各

時代を大観し、その

時代について表現す

る課題や、価値判断

を必要とする問いに

取り組ませること

で、思考力・判断力・

表現力などの育成を

図ろうとしている。 

各種資料を効果的

に配置し、考察を深

めるための視点を示

している。 

 

各見開きに各種資

料を配置し、考察に

役立つよう配慮して

いる。 

 

 

 

 

 

 

各単元の学習のま

とめでは、資料や図

表を活用して各時代

の特色や転換につい

て捉えさせ、グルー

プで課題に取り組

み、最後に自分でま

とめる活動を設定

し、思考力・判断力・ 

表現力などの育成を

図ろうとしている。 

各種資料を効果的

に配置し、考察を深

めるための視点を示

している。 

 

各見開きに各種資

料を配置し、考察に

役立つよう配慮して

いる。 

 

 

 

 

 

 

各章の項目ごとに

課題が設定されてお

り、問いの解決に向

けての学習となるよ

う工夫されている。 

各単元のまとめ学

習では、時代ごとの

特色を捉えるための

表にまとめ、自分の

言葉で時代ごとの特

色をまとめる活動や

年表を示して各時代

を大観することで、

思考力・判断力・表現

力などの育成を図ろ

うとしている。 

 (３) 生徒が主体

的・対話的に

学習に取り組

むことができ

る配慮 

 

 

 

 

 

 

 

別表４ 

生徒の興味･関心

を高めるために、各

所にコラムを配し、

章末には学習を深め

る自主学習･自由研

究を設定している。 

また、章末には書

き込みなどの作業的

ページもあり、自ら

学習できるよう工夫

している。 

生徒の興味･関心

を高めるために、「歴

史の窓」が配置され、

テーマを分けて学習

を深める自主学習･

自由研究を設定して

いる。 

また、章末には書

き込みなどの作業的

ページもあり、自ら

学習できるよう工夫

している。 

生徒の興味･関心

を高めるために、「未

来に向けて」など多

くのコラムを配して

いる。 

部末には学習を深め

る自主学習･自由研

究を設定している。 

また、書き込みな

どの作業的ページも

あり、自ら学習でき

るよう工夫してい

る。 

生徒の興味･関心

を高めるために、多

くのコラムが各年代

にバランスよく配置

されている。 

 

生徒の興味･関心

を高めるために、複

数の資料をもとに、

歴史について自分で

考えたり、対話した

りして歴史を学ぶ面

白さを体験できるよ

うに「チャレンジ歴

史」が配置されてい

る。 

 

生徒の興味・関心

を高めるために、多

くのコラムが各年代

に配置されている。 

章末には学習を振

り返る自主学習と調

べ学習のページを設

定し、自ら学習でき

るよう工夫してい

る。 

生徒の興味･関心

を高めるために、各

所に「歴史ビュー」が

配置されている。 

 

生徒の興味･関心

を高めるために、ほ

ぼ毎時間（90時間分）

にコラムを配してい

る。 

章末には学習を振

り返る自主学習と自

由研究を設定し、自

ら学習できるよう工

夫している。 

生徒の興味･関心

を高めるために、多

くのコラムが各年代

に配置されている。 

章末には「まとめ

学習」として、時代ご

との特色を捉えるた

めの自主学習ページ

を設定し、自ら学習

できるよう工夫して

いる。 
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 (４) 学習指導要

領に示してい

ない内容の取

扱い 

別表５ 

学習指導要領に示

していない内容は取

り扱っていない。 

学習指導要領に示

していない内容は取

り扱っていない。 

学習指導要領に示

していない内容は取

り扱っていない。 

学習指導要領に示

していない内容は取

り扱っていない。 

学習指導要領に示

していない内容は取

り扱っていない。 

学習指導要領に示

していない内容は取

り扱っていない。 

学習指導要領に示

していない内容は取

り扱っていない。 

学習指導要領に示

していない内容は取

り扱っていない。 

学習指導要領に示

していない内容は取

り扱っていない。 

 (５) 他の教科等

との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表６ 

特設ページが3分

野で共通に掲載され

ており、関連させた

学習が展開できるよ

うに工夫されてい

る。 

また、他分野で掲

載されている資料や

特設ページには「分

野関連マーク」が付

いており、平行学習

の地理的分野と公民

的分野を意識した多

面的な学習ができる

よう工夫されてい

る。 

他教科と関連があ

るページには、「他教

科関連マーク」が付

いており、二次元コ

ードを読み取ること

で該当教科書を参照

することができる。 

 

人権の視点につい

て、関連する内容を

配慮しながら取り扱

っている。 

特設ページの脚注

部に、地理、公民との

関連を示す「関連マ

ーク」を付けて、学習

の連携や振り返りを

図る工夫がなされて

いる。 

巻末の歴史学習の

終わりでは、現代社

会の課題と自分自身

の関わりを考察する

学習課題が設定さ

れ、公民的分野への

橋渡しが図られるよ

うに構成されてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権の視点につい

て、関連する内容を

丁寧に取り扱ってい

る。 

本文ページの下段

には「小学校・地理・

公民との関連」コー

ナーが設けられ、他

分野とのスムーズな

接続が考慮されてい

る。 

章及び節単位に地

図を配置し、地政学

的に考察しやすくな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権の視点につい

て、関連する内容を

積極的に取り扱って

いる。 

掲載されている資

料には、吹き出しが

設けられ、問いが設

定されている。その

問いは現代社会に繋

がるように捉え方や

地政学的に考察する

工夫がなされてお

り、平行学習の地理

的分野と公民的分野

を意識した学習展開

が期待できる。 

章のまとめでは、

時代を大きく捉える

設問が適切に配置さ

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権の視点につい

て、関連する内容を

分かりやすく取り扱

っている。 

本文ページの脚注

の連携コーナーにお

いて、地理・公民の学

習に関わる事項を確

認・活用できるよう

にしている。 

地図を多用するな

かで空間的な見方か

ら史実を的確に捉え

る能力を育成する工

夫がなされている。 

また、公民との連

携では、現代社会の

諸課題について、そ

の歴史的背景を明ら

かにすることで、公

民的分野の学習につ

なごうと工夫されて

いる。 

 

 

 

 

 

 

人権の視点につい

て、関連する内容を

歴史的観点から取り

扱っている。 

地図・年表・写真・

グラフ・図版など歴

史に関わるさまざま

な情報を収集し、読

み取り、まとめる技

能を身に付けさせる

など地理・公民学習

につながる工夫がな

されている。 

歴史学習の終わり

に「学習のまとめ」ペ

ージがあり、現代の

課題に結び付ける工

夫がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権の視点につい

て、関連する内容を

積極的に取り扱って

いる。 

豊富な地図・資料・

グラフが配置され、

地理･公民的分野と

関連させる内容が多

数ある。 

本編内の113のテ

ーマには、生徒自身

の疑問や問いにつな

がる工夫がなされて

いる。 

また、生徒が主体

的に学ぶため、太字

による記載がない工

夫もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権の視点につい

て、特徴的な内容を

積極的に取り扱って

いる。 

豊富な地図・資料・

グラフが配置され、

地理･公民的分野と

関連させる内容が多

数ある。 

歴史学習の終わり

に「歴史を学んで」ペ

ージがあり、現代の

課題に結び付ける工

夫がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権の視点につい

て、関連する内容を

歴史的観点から取り

扱っている。 

随所に地図・資料

が配置され、地理・公

民的分野との関連を

見つけることができ

る。 

巻末資料では時代

ごとの各国・地域の

勢力図が豊富に掲載

され、地政学的な考

察が進むようになっ

ている。 

また、「日本美術図

鑑」として歴史的な

出土品や仏像、絵画

作品などが豊富に掲

載され、美術史の視

点で歴史を捉えるこ

とにつながってい

る。 

３ 使用上の

便宜が工夫

されている

こと。 

表記・表現の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カラーユニバーサ

ルデザインに対応

し、ユニバーサルデ

ザイン・フォントを

採用している。 

 

資料を読み取る視

点や資料を基に考え

る視点を提示してい

る。 

また、凡例を使用

せず、図中に直接記

カラーユニバーサ

ルデザインに対応

し、ユニバーサルデ

ザイン・フォントを

採用している。 

 

資料を読み取り考

える視点を問いの形

で提示している。 

 

 

 

 カラーユニバーサ

ルデザインに対応

し、ユニバーサルデ

ザイン・フォントを

採用している。 

 

 資料を読み取るポ

イントを示した「資

料活用アイコン」を

提示している。 

 

 

 カラーユニバーサ

ルデザインに対応

し、ユニバーサルデ

ザイン・フォントを

採用している。 

 

 資料を読み取る視

点や資料を基に考え

る視点を問いの形で

提示している。 

 

 

 カラーユニバーサ

ルデザインに対応

し、ユニバーサルデ

ザイン・フォントを

採用している。 

 

 資料を読み取る視

点や資料を基に考え

たり学び合ったりす

る視点を「資料活用

アイコン」を付して

提示している。 

 カラーユニバーサ

ルデザインに対応

し、ユニバーサルデ

ザイン・フォントを

採用している。 

 

 資料を読み取る視

点や資料を基に考え

る視点を男女のキャ

ラクターのセリフを

とおして提示してい

る。 

 カラーユニバーサ

ルデザインに対応

し、ユニバーサルデ

ザイン・フォントを

採用している。 

 

 資料を読み取る視

点や資料を基に考え

る視点を「資料活用

アイコン」を付して

提示している。 

 

 カラーユニバーサ

ルデザインに対応

し、学年に応じた漢

字表記や表現の工夫 

をしている。 

 

 各章の導入部に学

習への興味関心を高

める資料を多く配置 

している。 

 

 

 資料や注記にはゴ

シック体を採用して

いる。 

 

 

 

本文の資料には必

要な情報を簡潔に提

示し、巻末に各時代

の日本や世界の様子

を表す歴史地図をカ

ラーで大きく提示し
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別表７ 

載している。 

史料や注記の掲載

部分を文字の読み取

りに支障のない地色

を敷き区別すること

で紙面の構造を明確

化している。 

 

本文中の注記に加

え、巻末に、五十音順

に 118 項目の用語解

説のコーナーを設

け、関連するページ

を示して解説してい

る。 

 

 

 

 

デジタル教材は、

15 種類の内容で 382

コンテンツ、各ペー

ジの見開き導入部の

定位置に配置し、二

次元コードでつなが

るようにしている。 

 

小学校での既習事

項は史料に「小学校」

と明示して掲載して

いる。 

 

 

 

語句の内容によ

り、一般的な注記と

「解説」（20項目）の

2 つに分けて掲載し

ている。 

 

 

 

 

 

 

デジタル教材は、3

種類の内容で58コン

テンツ、各章の導入

部にリンク、資料や

コラムに動画、章末

のまとめにクイズを

配置し、二次元コー

ドでつながるように

している。 

 

 小学校の既習事

項、地理・公民との関

連事項をマークで明

示して掲載してい

る。 

 

 

語句の内容によ

り、一般的な注記を

「解説」（51 項目）、

人物の注記を「人物

コラム」と 2 つに分

けて掲載している。 

 

 

 

 

 

デジタル教材は、

11 種類の内容で 391

コンテンツ、各章の

導入部、章末のまと

め、各節の導入部な

ど随所に配置し、二

次元コードでつなが

るようにしている。 

 

 重要な史料にマー

クを付し、背景色を

変えて掲載してい

る。 

 

 

 

語句の内容によ

り、一般的な注記と

「用語解説」（101 項

目）、「人物コラム」の

3 つに分けて掲載し

ている。 

 

 

 

 

 

デジタル教材は、

35コンテンツ、「くわ

しく見てみよう」「聴

いてみよう」「読んで

みよう」など、資料を

活用して学習を深め

るコンテンツを配置

し、二次元コードで

つながるようにして

いる。 

 

 重要な史料にマー

クを付し、背景色を

変えて掲載してい

る。 

 

 

 

語句の内容によ

り、一般的な注記と

「基本用語」（32 項

目）の 2 つに分けて

掲載している。 

 

 

 

 

 

 

デジタル教材は、

12 種類の内容で 437

コンテンツ、各編や

節の導入部やまとめ

に動画や小テストを

配置したり各編、節

の学習履歴を記録し

たりするコンテンツ

として配置し、二次

元コードでつながる

ようにしている。 

 

歴史上の文書・文

献が基になっている

史料にマークを付

し、背景色を変えて

掲載している。 

 

 

語句の内容によ

り、一般的な注記と

本文中の語句を再掲

し、用語解説を兼ね

ている注記（12項目）

の2つに分けて掲載 

している。 

 

 

 

 

 教科書上の二次元

コードでつながるよ

うなデジタル教材は

配置していない。 

 

重要な史料にマー

クを付して掲載して

いる。 

 

 

 

 

語句の内容によ

り、一般的な注記と

文字の読み取りに支

障のない地色を敷い

た人物の注記の２つ

に分けて掲載してい

る。用語解説は 2 語

だが注記が充実し、

重要用語の解説を兼

ねている。 

 

学習内容に関連す

る動画の閲覧や歴

史、文化に関連する

諸機関・団体のコン

テンツからの情報収

集ができるように各

章の導入部（7か所）

に二次元コードを配

置している。 

 

版の大きさ（A判）

を生かし、一つ一つ

の写真や絵図を大き

く掲載している。 

 

 

 

重要語句や難解な

語句にはページの両

端に用語解説（142項

目）を掲載し説明し

ている。 

 

 

 

 

 

 

第 4 章のふりかえ

りと第 8 章のふりか

えり学習でインター

ネットでの調べ学習

について記載してい

る。 

 

ている。 

巻末に各時代の日

本が誇る美術、工芸

作品をカラーで大き

く提示している。 

 

 

 

本文中に番号を付

した語句を説明した

一般的な注記と本文

の内容を詳細に解説

する注記（91 項目）

の 2 つに分けて掲載

している。 

 

 

 

 

漫画「承久の乱」に

リンクできるように

二次元コードを配置

している。 
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調査項目 
発行者名 
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単元別ページ数と構成比率（合計ペ

ージ数に占める各単元の割合） 

◇歴史へのとびら

（14ページ） 

◇古代までの日本

（42ページ） 

◇中世の日本（34ペ

ージ） 

◇近世の日本（46ペ

ージ） 

◇開国と近代日本の

歩み（58ページ） 

◇二度の世界大戦と

日本（42ページ） 

◇現代の日本と私た

ち（30ページ） 

 

 

 

 

 

【歴史へのとびら】

7.6％ 

【古代までの日本】

15.8% 

【中世の日本】12.8% 

【近世の日本】16.7% 

【開国と近代日本の

歩み】21.1% 

【二度の世界大戦と

日本】15.2％ 

【現代の日本と私た

ち】11.6% 

◇歴史のとらえ方・

調べ方（17ページ） 

◇原始・古代の日本

と世界（40ページ） 

◇中世の日本と世界

（36ページ） 

◇近世の日本と世界

（48ページ） 

◇日本の近代化と国

際社会（62ページ） 

◇二度の世界大戦と

日本（46ページ） 

◇現代の日本と世界

（36ページ） 

 

 

 

 

 

【歴史のとらえ方・

調べ方】6.1％ 

【原始・古代の日本

と世界】14.0% 

【中世の日本と世

界】12.6% 

【近世の日本と世

界】16.8% 

【日本の近代化と国

際社会】21.8% 

【二度の世界大戦と

日本】16.1% 

【現代の日本と世

界】12.6% 

◇歴史のとらえ方と

調べ方（13ページ） 

◇古代国家の成立と

東アジア（48ペー

ジ） 

◇武家政権の成長と

東アジア（42ペー

ジ） 

◇武家政権の展開と

世界の動き（56ペ

ージ） 

◇近代国家の歩みと

国際社会（66ペー

ジ） 

◇二度の世界大戦と

日本（48ページ） 

◇現在に続く日本と

世界（32ページ） 

 

【歴史のとらえ方と

調べ方】4.3% 

【古代国家の成立と

東アジア】15.7% 

【武家政権の成長と

東アジア】13.8% 

【武家政権の展開と

世界の動き】18.4% 

【近代国家の歩みと

国際社会】21.6% 

【二度の世界大戦と

日本】15.7% 

【現在に続く日本と

世界】10.5% 

◇歴史との対話（9ペ

ージ） 

◇古代までの日本

（48ページ） 

◇中世の日本（40ペ

ージ） 

◇近世の日本（52ペ

ージ） 

◇近代の日本と国際

関係（58ページ） 

◇二つの世界大戦と

日本（42ページ） 

◇現代の日本と世界

（30ページ） 

 

 

 

 

 

【歴史との対話】

3.2% 

【古代までの日本】

17.2％ 

【 中 世の 日本】

14.3％ 

【近世の日本】18.6% 

【近代の日本と国際

関係】20.8% 

【二つの世界大戦と

日本】15.1% 

【現代の日本と世

界】10.8% 

◇私たちと歴史（12

ページ） 

◇古代までの日本と

世界（46ページ） 

◇中世の日本と世界

（40ページ） 

◇近世の日本と世界

（50ページ） 

◇近代の日本と世界 

日本の近代化 

（60ページ） 

◇近代の日本と世界 

二度の世界大戦と

日本（44ページ） 

◇現代の日本と世界

（42ページ） 

 

 

 

【私たちと歴史】

4.1％ 

【古代までの日本と

世界】15.6% 

【中世の日本と世

界】13.6% 

【近世の日本と世

界】17.0% 

【近代の日本と世界 

日本の近代化】 

20.4% 

【近代の日本と世界 

二度の世界大戦と

日本】15.0% 

【現代の日本と世

界】14.3％ 

◇歴史のとらえ方

（12ページ） 

◇古代までの日本

（50ページ） 

◇中世の日本（36ペ

ージ） 

◇近世の日本（44ペ

ージ） 

◇近代日本の建設

（62ページ） 

◇二つの世界大戦と

日本（44ページ） 

◇現代の日本と世界

（33ページ） 

 

 

 

 

 

【歴史のとらえ方】

4.3% 

【古代までの日本】

17.8% 

【中世の日本】12.8% 

【近世の日本】15.7% 

【近代日本の建設】

22.0% 

【二つの世界大戦と

日本】15.7％ 

【現代の日本と世

界】11.7% 

◇序章（14ページ） 

◇原始と古代の日本

（30ページ） 

◇中世の日本（32ペ

ージ） 

◇近世の日本（50ペ

ージ） 

◇近代の日本（58ペ

ージ） 

◇二度の世界大戦と

日本（40ページ） 

◇現代の日本と世界

（36ページ） 

 

 

 

 

 

 

【序章】5.3% 

【原始と古代の日

本】11.6% 

【中世の日本】12.3% 

【近世の日本】19.3% 

【近代の日本】22.3% 

【二度の世界大戦と

日本】15.4% 

【現代の日本と世

界】13.8% 

 

◇歴史への案内（6ペ

ージ） 

◇原始・古代（26ペ

ージ） 

◇中世（32ページ） 

◇近世（50ページ） 

◇近代（46ページ） 

◇二つの世界大戦

（64ページ） 

◇現代（36ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【歴史への案内】

2.3% 

【原始・古代】10.0％ 

【中世】12.3% 

【近世】19.2% 

【近代】17.7% 

【二つの世界大戦】

24.6% 

【現代】13.9% 

 

 

◇国史を学ぶにあた

って（7ページ） 

◇原始（36ページ） 

◇古代（66ページ） 

◇中世（64ページ） 

◇近世（86ページ） 

◇近代（140ページ） 

◇現代（49ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国史を学ぶにあた

って】1.6％ 

【原始】8.1% 

【古代】14.7% 

【中世】14.3% 

【近世】19.2% 

【近代】31.2% 

【現代】10.9% 

全体の構成 

 

  

単元の導入 各単元で小学校時

に学習した内容を振

り返り、学ぶ時期・年

代を世紀の区切りを

目印に写真や絵を用

い、想像しやすく工

夫している。また、単

元を通して探究する

問いを分かりやすく

説明し、主体的に興

味をもちやすくなる

各時代の様子が分

かる資料を見やすく

提示し、資料の読み

解きを通じて、興味・

関心を高める工夫が

ある。また、各単元の

問いや前の単元との

比較がしやすい構成

で、「問い」を軸にし

た学習の見通しにつ

ながる工夫がされて

各時代の政治や経

済などの特徴的な場

面をイラストで視覚

的に示し、見通しや

振り返りがしやすい

構成になっているた

め、興味・関心をもっ

て学習に取り組みや

すい工夫がされてい

る。 

見開きの帯年表を

用い、各時代の特色

が分かる資料や写真

を多く使用し、日本

史と世界史を関連付

けて、興味・関心をも

ちやすい工夫がされ

ている。 

各時代の特徴的な

写真や資料ととも

に、年表や地図を見

やすく提示し、単元

の見通しや問いの設

定がしやすい工夫を

している。 

半分のページでシ

ンプルな構成になっ

ており、各時代の特

徴的な写真を掲載し

ている。また、「登場

人物紹介コーナー」

として、小学校で学

んだ人物を紹介する

ことで各単元の見通

しを持ちやすくする

工夫がある。 

「歴史絵巻」と題

し、各章の冒頭にそ

の章で学習する時代

に起こった出来事や

活躍した人物、文化

や生活などのイラス

トを年代順に掲載し

ている。小学校で学

習した内容を振り返

りながら、時代の流

れを大観し、歴史学

各章の扉ページに

は北極を中心とする

世界地図を描いてい

る。章のテーマに基

づいて、その時代の

各地のようすを表す

写真や絵を配置し

て、生徒の興味・関心

を引き出すよう工夫

している。また、冒頭

に学習課題を置き、

シンプルな年表を

用い、各時代を大観

しやすくしている。

「政治」「外交」「文

化」「産業」などそれ

ぞれの視点から見る

学習課題（問い）を設

定している。 
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工夫がある。 いる。 習への興味・関心を

高め、学習の見通し

を持つことができ

る。 

課題意識の育成を図

っている。 

１時間の学習の

流れ 

1 時間の学習内容

を見開きに収め、学

習内容の「見通し→

展開→振り返り」の

流れを構造化できる

よう工夫している。 

1 時間ごとに学習

課題を設定し、主体

的に課題を解決する

ための「見通し」を持

たせ、活動的に課題

解決を行う工夫をし

ている。 

探究のステップに

より、主体的に思考

を探究する活動につ

なげることができ、

チェック、トライと

題した振り返り課題

を設定し、知識の習

得と言語活動により

学習が定着するよう

にしている。 

二次元コードコン

テンツの導入によ

り、ICT機器を用いた

振り返りも取り組み

やすくなっている。 

1 時間の学習内容

を見開きに収め、学

習内容の「見通し→

展開→振り返り」の

流れを構造化するこ

とで、基礎・基本の習

得ができるよう工夫

されている。 

豊富な資料によ

り、学習内容につい

てイメージを伴って

より深く理解できる

よう工夫している。 

資料を読み解く視

点を問いの形で示

し、生徒自らが資料

を活用できる力を育

む工夫がされてい

る。 

1 時間のまとめと

して「確認」と「表現」

と題し、基礎・基本の

確実な定着を支援し

ている。 

1 時間の学習内容

は基本的に見開きに

収められているが、

文化史は 4 ページで

構成している。興味・

関心を引き出すた

め、冒頭に学習内容

を象徴する資料を大

きく掲載すること

で、基礎・基本の習得

ができるよう工夫し

ている。 

1 時間ごとに学習

課題を設定し、課題

を解決するための豊

富な資料や解説があ

る。 

1 時間の学習の最

後には「確認しよう」

「説明しよう」と題

した振り返り課題を

設定し、知識の習得

と思考力・判断力・表

現力の育成を促す工

夫をしている。 

1 時間の学習内容

を見開きに収め、「学

習課題による見通

し」→「豊富な質問に

よる展開」→「ステッ

プアップによる発

展」の流れを構造化

することで、基礎・基

本の習得ができるよ

う工夫している。 

高等学校につなが

る工夫として、史料

やコラム、因果関係

を重視した記述など

で深い理解を促せる

ようにしている。 

1 時間の学習内容

を見開きに収め、「見

通し→展開→振り返

り」の流れを構造化

することで、基礎・基

本の習得ができるよ

う工夫している。 

毎時間ごとに学習

課題を設定し、見通

しがもちやすく、最

後に「確認」「表現」

で 

豊富な資料やコラ

ムによって、興味・関

心を引き立てる工夫

をしている。 

1 時間の学習内容

を見開きに収め、学

習内容の「見通し→

展開→振り返り」の

流れを構造化するこ

とで、基礎・基本の習

得ができるよう工夫

している。 

写真や資料が豊富

に掲載されており、

興味・関心を引き出

す工夫が見られる。 

学習課題を「チャ

レンジ」としてまと

めを考える工夫があ

る。 

1 時間の学習内容

を見開きに収め、学

習内容の「見通し→

展開→振り返り」の

流れを構造化するこ

とで、基礎・基本の習

得ができるよう工夫

している。 

写真や表、グラフ、

図、コラムなどを豊

富に掲載し、興味・関

心を引き出す工夫が

ある。 

学習課題で何を学

ぶのかを明確に示し

て、ページの最後の

「確認」と「探究」で

学習内容の確実な定

着を図る。 

 

1 時間の学習内容

を見開きに収め、興

味・関心を引き出す

ため、冒頭に学習内

容を象徴する資料を

大きく鮮明に掲載す

ることで基礎基本の

習得ができるよう工

夫している。 

太字をなくし、主

体的な学習につなげ

る工夫がある。 

人物が多く掲載さ

れており、指導的な

人物以外の生活や社

会的業績にも着目で

きる工夫がある。 

タイトルにも興

味・関心を引き出す

工夫がある。 

縦書きの文章中心

の構成となってお

り、冒頭に「課題」を

設け、1時間の見通し

がしやすくなってい

る。 

1時間の最後に「考

えよう」を設け、振り

返る工夫がある。 

他社はあまり扱わ

ない資料や写真が豊

富に掲載されてい

る。 

単元の学習内容

の振り返り 

知識、主体的に学

習に取り組む態度、

思考判断表現を「確

かめよう」「ふり返ろ

う」「深めよう」の3

構成で、単元の問い

を軸にした課題解決

的な学習によって、

時代全体を大観でき

るようになってい

る。 

様々な思考ツール

やワークシートの活

用により、探究活動

をスムーズに行う工

「学習のまとめと

表現」と題し、年表や

地図にまとめる作業

を通じて、基礎・基本

の確実な定着を促す

工夫がある。 

また、自ら考察し、

集団で表現し合う活

動を位置付け、学習

した過程を再確認で

きる工夫がある。 

「学習を振り返ろ

う」と題した課題を

設定し、「年表」と「地

図」で学習した内容

を整理・確認させる

作業がある。 

習得した知識を活

用しながら、文章で

時代の特色を整理

し、表現させること

で時代を大観させる

課題を設けている。 

「まとめ」と題し

た課題を設定し、単

元で学習した内容に

関するいくつかの問

いを設定し、整理、確

認する作業がある。 

習得した知識を活

用しながら、文章で

時代の特色を整理

し、表現させること

で時代を大観させる

課題を設けている。 

「まとめとふり返

り」と題し、年表や地

図を活用しながら、

単元で学習した知識

を整理・定着させる

ことができる。 

それぞれの単元の

問いの答えを考える

活動や思考ツールを

用いた活動もあり、

自らの学びを自己調

整することや、変容

を感じる工夫があ

る。 

4 つの項目で構成

され、「調べ学習のペ

ージ」「復習問題のペ

ージ」「時代の象徴を

考えるページ」「対話

とまとめ図のペー

ジ」に取り組むこと

で、単元を振り返り

やすい工夫がされて

いる。 

「学習のまとめ」

と題し、「年表」や「地

図」で整理・確認する

課題を設けている。 

習得した知識を活

用しながら、文章で

時代の特色を整理

し、時代を大観し、表

現する課題や活動を

設けている。 

「ふりかえる」で

は一問一答形式や年

表を活用し、習得し

た基礎の知識を振り

返りやすく工夫され

ている。 

「学習のまとめ」

では図や資料を活用

し、自分の言葉で時

代の特色を表現し、

時代を大観できる工

夫がある。 

「まとめ学習」と

題し、時代ごとの特

色を捉える思考ツー

ルがある。 

単元で学んだ時代

を大観できる年表を

用い、穴埋め形式で

振り返る工夫があ

る。 

「まとめ」では政

治・文化・外交・産業

と項目を分類し、そ

れぞれのまとめがし

やすい工夫がある。 

巻末に「政権担当
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夫もある。 者・出来事対照表」が

あり、歴史の流れを

把握することに活用

できる工夫がある。 

受け継がれてきた伝統や文化への関

心を高めるための「身近な地域の歴

史」の調査事例 

＜地域の歴史を調べ

よう＞ 

◇大陸への玄関口 

福岡（P40～41） 

◇藩の政治と産業 

会津 

（P138～139） 

◇幕末を生きた先人

たち 福井 

（P164～165） 

◇明治維新のまちづ

くり 新潟 

（P182～183） 

◇被爆建物の保存と

継承 広島 

（P238～239） 

◇身近な地域の歴史

を調べよう 

（P12～18） 

◇東北地方の歴史を

調べよう    

（P54～55） 

◇中世の要塞都市を

歩こう 

（P90～91） 

◇沖縄の歴史を調べ

よう 

（P176～177） 

◇北海道の歴史を調

べよう 

（P178～179） 

◇建造物から時代の

特色を考えよう 

（P224～225） 

◇移り変わる戦後の

街を訪ねて 

（P272～273） 

◇東アジアに開かれ

た窓口 博多 

（P82～83） 

◇琉球とアイヌ民族

の暮らし 

（P132～133） 

◇昆布ロードと北前  

 船 

（P142～143） 

◇世界有数の百万都

市 江戸 

（P154～155） 

◇世界に開かれた港 

横浜（P192～193） 

◇移住と開拓が進む

北海道 

（P198～199） 

◇「絹の道」と日本の

製糸業 

（P216～217） 

◇発展する産業都市 

大阪・神戸 

（P246～247） 

◇長野県から見る満

州移民 

（P260～261） 

◇戦場となった沖縄 

（P268～269） 

◇日本の領土画定と

近隣諸国 

（P286～287） 

＜地域からのアプロ

ーチ＞ 

◇奈良（P46～47） 

◇福岡（P58～59） 

◇平泉（P68～69） 

◇金沢（P148～149） 

◇札幌（P205） 

◇広島（P250～251） 

＜でかけよう！地域

調べ＞ 

◇史跡見学に行こう 

平安宮跡を歩く～

奈良県奈良市～

（P60～61） 

◇歴史博物館に行こ

う 草戸千軒町遺

跡を調べる～広島

県福山市～ 

（P100～101） 

◇城下町を訪ねよう 

城下町姫路を調べ

る～兵庫県姫路市

～（P120～121） 

◇近代にかかわる遺

跡を訪ねよう 手

宮線跡地から町の

発展を探る～北海

道小樽市～ 

（P188～189） 

◇戦争遺跡を訪ねよ

う 多摩地域の空

襲を調べる～東京

都立川市、東大和

市～（P254～255） 

◇地域の環境の歴史

を調べよう 公害

克服の歴史を調べ

る～福岡県北九州

市～（P288～289） 

◇地域の歴史を調べ

る 堺市の歴史を

調べよう 

（P12～15） 

◇修学旅行で行く奈

良と京都 

（P64～65） 

◇もっと知りたいコ

ラム 吉野と京都

２つの朝廷 

（P98～99） 

◇もっと知りたいコ

ラム エコロジー

都市 江戸（P142） 

◇歩いてみよう！江

戸の町（P144） 

◇日本の近代産業発

祥 の 地  長 崎

（P206～207） 

＜地域の歴史を調べ

てみよう＞ 

◇大阪の歴史・ワク

ワク調査隊 

（P20～23） 

◇横浜の歴史・ワク

ワク調査隊 

（P150～153） 

◇歴史学習のまとめ

① 歴史新聞を作

ろう（P280～281） 

 

◇歴史と出会う- 6

月23日、沖縄で（P4

～5） 

◇歴史を体験する 

地域の歴史を歩く

（P132～133）  

◇縄文時代の大規模

集落 三内丸山遺

跡（P30） 

◇環濠集落を代表す

る「吉野ケ里遺跡」

（P43） 

◇初期の前方後円墳

が密集する「纏向

遺跡」（P57） 

◇京都御所にはなぜ

お堀がないのか

（P113） 

◇文化遺産を調べに

行こう（P175） 

◇天明の大飢饉と御

所千度参り（P232） 

◇全国から伊勢をめ

ざ し た 犬 た ち

（P244） 

◇真岡郵便電信局事

件（P397） 

◇ 三 船 殉 難事 件

（P400～401） 

◇市町村歌を調べて

みよう 

（P402～403） 

◇昭和天皇の全国巡

幸と沖縄への心残

り（P434） 

◇オバマ大統領の広

島訪問 

（P451～453） 

本文中で取り上げ

られている「特徴

と創意工夫」に取

り扱われている事

項 

古代までの日本 ◇資料から発見！絵

巻物から古代の

人々の姿をとらえ

よう（P1） 

◇もっと知りたい 

現代に生きる神話

（P58～59） 

◇歴史を探ろう 神

話にみる古代の

人々の信仰 

（P52～53） 

 

◇タイムトラベル 

縄文時代を眺めて

みよう（P26） 

◇タイムトラベル 

弥生時代を眺めて

みよう（P27） 

◇アクティブ歴史 

前方後円墳の役割

を考察する 

（P34～35） 

◇タイムトラベル 

◇歴史へのアプロー

チ 中国の記憶に

見る日本列島 

（P32～33） 

◇歴史を考えよう 

平安京と京都の街

を考える 

（P56～57） 

◇チャレンジ歴史 

考古学に挑戦！よ

ろいを着た人物の

なぞを解こう 

（P38～39） 

 

＜もっと知りたいコ

ラム＞ 

◇岩宿遺跡を発見し

た相澤忠洋（P24） 

◇和の文化 縄文

（P25） 

◇国譲り神話と古代

人（P40～41） 

◇「日本」という国名

のおこり（P52） 

◇日本の天皇と中国

◇虫の目で見る 貴

族の生活を見てみ

よう（P26～27） 

◇歴史ズームイン 

縄文時代探検 

（P32～33） 

◇歴史ズームイン 

日本人の宗教観

（P44） 

◇歴史ズームイン 

歴史を解明する考

◇動物とともに生き

る（P10～11） 

◇歴史を体験する 

地域の歴史を歩く

（P34～35） 

 

◇文化遺産を調べに

行こう（P175） 

◇身近な歴史を年表

に ま と め よ う

（P176～178） 
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奈良時代を眺めて

みよう（P36～37） 

◇世界とのつながり

を考えよう 8 世

紀ごろの世界 

（P44～45） 

◇世界とのつながり

を考えよう 唐の

都長安（P50～51） 

◇タイムトラベル 

平安時代を眺めて

みよう（P52～53） 

の皇帝（P53） 

◇世界にほこる女流

文学（P62～63） 

 

古学（P45） 

◇歴史ズームイン 

神話に見る日本誕

生の物語 

（P54～55） 

◇歴史ズームイン 

大仏開眼供養 

（P56～57） 

 

中世の日本 ◇資料から発見！屏

風絵から中世の

人々の生活をとら

えよう（P巻頭3） 

◇もっと知りたい 

東アジア世界の

国々の交流と琉球

文化（P86～87） 

◇歴史を探ろう 働

く女性や子どもた

ち（P88～89） 

 

◇タイムトラベル 

鎌倉時代を眺めて

みよう（P64～65） 

◇アクティブ歴史 

武士の暮らしから

考案する 

（P76～77） 

◇世界とのつながり

を考えよう 13世

紀ごろの世界 

（P78～79） 

◇タイムトラベル 

室町時代を眺めて

みよう（P90～91） 

◇歴史を考えよう 

マンガの源流、絵

巻物を考える 

（P76～77） 

◇歴史へのアプロー

チ 西アジアとヨ

ーロッパの交流

（P78～79） 

◇歴史へのアプロー

チ 琉球の歴史と

文化 

（P88～89） 

◇歴史へのアプロー

チ アイヌ民族の

歴史と文化 

（P90～91） 

◇歴史を考えよう 

関所を考える 

（P95～96） 

◇チャレンジ歴史 

承久の乱を通し

て、古代から中世

への変化を考えよ

う（P74～75） 

＜もっと知りたいコ

ラム＞ 

◇武士のおこりと生

活（P76～77） 

◇戦国時代最大の激

戦 川中島の戦い

（P94～95） 

◇吉野と京都 ２つ

の朝廷（P98） 

◇一揆と合議の伝統

（P99） 

 

◇虫の目で見る 武

士の生活を見てみ

よう（P66～67） 

 

◇世界を結ぶ交通手

段（P54～55） 

 

◇文化遺産を調べに

行こう（P175） 

◇身近な歴史を年表

に ま と め よ う

（P176～178） 

◇展覧会に行こう

（P261～262） 

◇新聞にまとめてみ

よう（P263～264） 

近世の日本 ◇資料から発見！浮

世絵から近世の

人々の生活をとら

えよう（P巻頭2） 

◇もっと知りたい 

アイヌ文化とその

継承（P120～121） 

◇歴史を探ろう 大

海を越える人と物

（P106～107） 

◇歴史を探ろう 大

名行列と藩の財政

（P116～117） 

◇歴史を探ろう 人

口 100 万都市「大

江戸」の暮らしと

工夫（P138～139） 

◇世界とのつながり

を考えよう 16世

紀初めごろの世界

（P110～111） 

◇タイムトラベル 

安土桃山時代を眺

めてみよう 

（P114～115） 

◇タイムトラベル 

江戸時代を眺めて

みよう（P90～91） 

◇アクティブ歴史 

赤穂事件を考察す

る 

（P156～157） 

◇歴史を考えよう 

江戸図屏風を読み

解く 

（P134～135） 

◇歴史へのアプロー

チ 都市の暮らし

と名所 

（P144～145） 

◇チャレンジ歴史 

地図から、江戸時

代の日本人が知っ

ていた世界の姿を

読み取ろう 

（P150～152） 

 

◇外から見た日本 

宣教師が見た日本

（P116） 

◇もっと知りたいコ

ラム 秀吉はなぜ

バテレン追放令を

出したのだろうか

（P117） 

◇コラム人物クロー

ズアップ 「古事

記」をよみがえら

せ た 本 居 宣 長

（P134） 

◇コラム人物クロー

ズアップ 正確な

日本地図をつくっ

◇虫の目で見る 新

興都市・江戸の町

づくり（P98～99） 

◇歴史ズームイン 

江戸時代探検！

（P128～129） 

◇歴史ズームイン 

浮 世 絵 の 影 響

（P140～141） 

◇海でつながる世界

（P86～87） 

◇歴史を体験する 

インターネットで

「洛中洛外図屏

風」を見る 

（P104～105） 

◇世界遺産に見る世

界（P106～107） 

◇歴史を体験する 

地域の歴史を歩く

（P132～133） 

 

◇展覧会に行こう

（P261～262） 

◇新聞にまとめてみ

よう（P263～264） 
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た伊能忠敬（P135） 

◇もっと知りたいコ

ラム 武士道と

「主君押し込め」 

（P140） 

◇コラム人物クロー

ズアップ 二宮尊

徳と勤勉の精神 

（P141） 

◇もっと知りたいコ

ラム エコロジー

都市江戸（P142） 

◇外から見た日本 

浮世絵とジャポニ

ズム（P143） 

近代の日本と世

界 

◇資料から発見！錦

絵から文明開化の

様子をとらえよう

（P巻頭1） 

◇もっと知りたい 

メディアの発達が

日 本 を 変 え た

（P196） 

◇世界を大きく変え

て き た 感 染 症

（P197） 

◇「解放令」から水平

社へ 

（P218～219） 

◇歴史を探ろう 国

民 国 家 の 成 立

（P156～157） 

◇歴史を探ろう 改

革や平等を求めて

（P164～165） 

◇歴史を探ろう 人

口の変化と海外へ

の移民 

（P200～201） 

◇危機に立ち向かっ

た人  々

（P236～237） 

◇戦争の記憶をつな

ぐ（P246～247） 

◇世界とのつながり

を考えよう 19世

紀 ご ろ の 世 界

（P172～173） 

◇タイムトラベル 

明治時代を眺めて

みよう 

（P184～185） 

◇アクティブ歴史

「三酔人経論問

答」を考察する

（P204～205） 

◇タイムトラベル 

大正～昭和初期を

眺 め て み よ う

（P236～237） 

◇アクティブ歴史

「母性保護論争」

を考察する 

（P248～249） 

◇タイムトラベル 

第二次世界大戦期

を眺めてみよう

（P250～251） 

◇歴史へのアプロー

チ 国家とは何か

（P175～176） 

◇歴史を考えよう 

世界遺産・富岡製

糸場から日本の近

代を考える 

（P178～179） 

◇歴史へのアプロー

チ 近代日本と女

子留学生 

（P185～186） 

◇歴史へのアプロー

チ 日本の植民地 

（P200～201） 

◇歴史へのアプロー

チ 1920年代の日

本経済 

（P225～226） 

◇歴史を考えよう 

第 1 回普通選挙の

実態を探る 

（P228～229） 

◇チャレンジ歴史 

経済発展か、環境

保全か、足尾鉱毒

事件を通して考え

よう 

（P210～211） 

◇チャレンジ歴史 

戦時体制の言論統

制とその影響を考

えよう 

（P252～253） 

◇もっと知りたいコ

ラム 明治維新と

は何か 

（P170～171） 

◇もっと知りたいコ

ラム 琉球処分と

は何か（P174） 

◇もっと知りたいコ

ラム 日本の近代

化とアイヌ（P175） 

◇コラム人物クロー

ズアップ 明治憲

法草案を書いた井

上毅（P186） 

◇コラム人物クロー

ズアップ 福沢諭

吉の「学問のすす

め」（P187） 

◇もっと知りたいコ

ラム 日露戦争を

戦った日本人 

（P194～195） 

◇外の目から見た日

本 世界が見た日

露戦争（P196） 

◇コラム人物クロー

ズアップ 明治国

家を背負った伊藤

博文（P197） 

◇コラム人物クロー

ズアップ 日本の

実業家の伝統をつ

◇ 虫 の 目 で見 る 

文明開化の様子を

見てみよう 

（P148～149） 

◇歴史ズームイン 

日露戦争の舞台裏

（P196～197） 

◇歴史ズームイン 

外国人が見た日本

（P200～201） 

◇虫の目で見る 

「大衆の時代」の

様子を見てみよう

（P206～207） 

◇歴史ズームイン 

列強の植民地とア

ジアの民族運動

（P222～223） 

◇歴史ズームイン 

昭和20年、戦局の

悪化と終戦（P240

～241） 

◇万国博覧会に見る

世界 

（P136～137） 

◇歴史を体験する綿

から糸を紡ぐ 

 （P158～159） 

◇岩倉使節団が見た

世界 

（P160～161） 

◇歴史を体験する 

対話・討論にチャ

レンジ 

（P178～179） 

◇変わる世界の女性

たち 

（P182～183） 

◇歴史を体験する 

山本宣治の人物調

べ（P210～211） 

◇大戦の終わりを迎

えた世界 

（P212～213） 

 

◇歴史について議論

しよう（P394） 

◇市町村歌を調べて

みよう（P402） 

◇ディベートをして

みよう 

（P404～406） 
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くった渋沢栄一

（P204～205） 

◇コラム人物クロー

ズアップ 日米の

架け橋目指した新

渡戸稲造（P246） 

◇もっと知りたいコ

ラム 戦時国際法

と戦争犯罪（P247） 

◇外の目から見た日

本 大東亜戦争と

アジアの独立 

（P248～249） 

現代の日本と世

界 

◇もっと知りたい 

日本のエネルギー

のこれまで 

（P266～267） 

◇震災の記憶を語り

つぐ 

（P268～269） 

◇歴史を探ろう 隣

国と向き合うため

に～日本の領土を

め ぐ る 課 題 ～

（P266～267） 

◇平和と共生を願う

人  々

（P282～283） 

◇タイムトラベル 

高度経済成長期を

眺 め て み よ う

（P276～277） 

 

◇歴史を考えよう 

大日本帝国憲法と

日本国憲法 

（P260～261） 

◇歴史へのアプロー

チ 日本の領土の

変遷 

（P268～269） 

 ◇もっと知りたいコ

ラム 占領下の検

閲と東京裁判 

（P258～259） 

◇コラム人物クロー

ズアップ 国民と

ともに歩まれた昭

和天皇（P268） 

◇もっと知りたいコ

ラム 水泳ニッポ

ンと1964年の東京

五輪（P269） 

◇もっと知りたいコ

ラム 勇気と友情

の物語 世界と交

流した近代日本

（P280～281） 

◇コラム人物クロー

ズアップ 世界を

驚かせた日本人 

東 日 本 大 震 災

（P282～283） 

 

◇ 虫 の 目 で見 る 

「戦後復興」の様

子を見てみよう

（P246～247） 

◇歴史ズームイン 

日本の領土をめぐ

る問題 

（P256～257） 

◇歴史ズームイン 

より速く、安全に

～新幹線の歴史～

（P264～265） 

◇歴史ズームイン 

国民とともに歩む

天皇（P272） 

◇歴史ズームイン 

元号と日本の歴史

（P272） 

◇歴史ズームイン 

人 口 の 日 本 史

（P273） 

◇歴史ズームイン 

震 災 の 日 本 史

（P274～275） 

◇歴史ズームイン 

感 染 症 の 歴 史

（P276～277） 

◇今、世界の子ども

たちは 

（P246～247） 

◇歴史を体験する 

一人ひとりの歴

史・家族の歴史 

（P278～279） 

◇ディスカッション

をしよう 

（P455～456） 

◇歴史小説・歴史漫

画を読むときの注

意（P460～461） 

 

※美術資料を多数掲

載（巻末） 

「日本の領域」の

取り扱われている

事項 

領域を示した地

図、図表、写真

等の内容 

◇国境と領土の確定

（P174） 

◇領土をめぐる問題

の背景 

（P176～177） 

◇形づくられる日本

国家 

（P174～175） 

◇歴史を探ろう 隣

国と向き合うため

に～日本の領土を

め ぐ る 課 題 ～

◇新たな外交と国境

の画定 

（P194～195） 

◇日本の独立と世界

の動き 

（P284～285） 

◇歴史を探ろう 日

◇明治初期の対外関

係（P182～184） 

◇歴史へのアプロー

チ 日本の領土の

変遷 

（P268～269） 

 

◇領土の画定と隣接

地域（P192） 

◇歴史を掘り下げる 

冷戦終結後の近隣

諸 国 と の 関 係

（P286～287） 

◇近隣諸国との国境

画定 

（P172～173） 

◇独立の回復と領土

問題 

（P262～263） 

◇21世紀の日本の進

◇明治初期の外交と

国境の画定 

（P176～177） 

 

◇北・南を組み込み、

国境を引く（P176

～177） 

◇インドも中国も来

なかった～日本の

独立～ 

（P256～257） 

◇領土画定と朝鮮政

策（P299～304） 
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（P266～267） 本の領土画定と近

隣諸国 

（P286～287） 

 

路（P278～279）  

「北方領土」に

関する記載のあ

る単元、内容 

◇国境と領土の確定

（P174） 

◇領土をめぐる問題

の背景 

（P176～177） 

◇ 占 領 下 の 日 本

（P246） 

◇独立の回復 

（P260～261） 

◇歴史を探ろう 隣

国と向き合うため

に～日本の領土を

め ぐ る 課 題 ～

（P266～267） 

◇新たな外交と国境

の画定 

（P194～195） 

◇日本の独立と世界

の動き 

（P284～285） 

◇歴史を探ろう 日

本の領土画定と近

隣諸国 

（P286～287） 

◇国際関係の変化と

日本の外交 

（P266～267） 

◇歴史へのアプロー

チ 日本の領土の

変遷 

（P268～269） 

◇日本の独立と55年

体制 

（P270～271） 

◇歴史を掘り下げる 

冷戦終結後の近隣

諸 国 と の 関 係

（P286～287） 

◇近隣諸国との国境

画定 

（P172～173） 

◇独立の回復と領土

問題 

（P262～263） 

 

◇明治初期の外交と

国境の画定 

（P176～177） 

◇ 占 領 下 の日 本

（P248～249） 

◇歴史ズームイン 

日本の領土をめぐ

る問題 

（P256～257） 

◇日本と近隣諸国の

変化 

（P268～269） 

◇北・南を組み込み、

国境を引く（P176

～177） 

◇インドも中国も来

なかった～日本の

独立～ 

（P256～257） 

 

◇領土画定と朝鮮政

策（P299～304） 

◇ソ連の樺太・千島

への侵攻（巻末） 

「竹島」に関す

る記載のある単

元、内容 

◇国境と領土の確定

（P174） 

◇領土をめぐる問題

の背景 

（P176～177） 

◇形づくられる日本

国家 

（P174～175） 

◇歴史を探ろう 隣

国と向き合うため

に～日本の領土を

め ぐ る 課 題 ～

（P266～267） 

◇新たな外交と国境

の画定 

（P194～195） 

◇日本の独立と世界

の動き 

（P284～285） 

◇歴史を探ろう 日

本の領土画定と近

隣諸国 

（P286～287） 

◇歴史へのアプロー

チ 日本の領土の

変遷 

（P268～269） 

 

◇領土の画定と隣接

地域（P192） 

◇歴史を掘り下げる 

冷戦終結後の近隣

諸 国 と の 関 係

（P286～287） 

◇近隣諸国との国境

画定 

（P172～173） 

◇独立の回復と領土

問題 

（P262～263） 

 

◇明治初期の外交と

国境の画定 

（P176～177） 

◇歴史ズームイン 

日本の領土をめぐ

る問題 

（P256～257） 

◇日本と近隣諸国の

変化 

（P268～269） 

◇戦場は中国だった

～ 日 露 戦 争 ～

（P188～189） 

 

◇冷戦と朝鮮戦争

（P423） 

◇隣国との関係構築

と冷戦（P433） 

 

「尖閣諸島」に

関する記載のあ

る単元、内容 

◇国境と領土の確定

（P174） 

◇領土をめぐる問題

の背景 

（P176～177） 

◇形づくられる日本

国家 

（P174～175） 

◇歴史を探ろう 隣

国と向き合うため

に～日本の領土を

め ぐ る 課 題 ～

（P266～267） 

◇新たな外交と国境

の画定 

（P194～195） 

◇沖縄・北海道と近

代化の波 

（P196～197） 

◇日本の独立と世界

の動き 

（P284～285） 

◇歴史を探ろう 日

本の領土画定と近

隣諸国 

（P286～287） 

◇歴史へのアプロー

チ 日本の領土の

変遷 

（P268～269） 

◇領土の画定と隣接

地域（P192） 

◇歴史を掘り下げる 

冷戦終結後の近隣

諸 国 と の 関 係

（P286～287） 

◇近隣諸国との国境

画定 

（P172～173） 

◇21世紀の日本の進

路（P278～279） 

◇明治初期の外交と

国境の画定 

（P176～177） 

◇歴史ズームイン 

日本の領土をめぐ

る問題 

（P256～257） 

◇日本と近隣諸国の

変化 

（P268～269） 

 

◇日本と清が、朝鮮

で～日清戦争～

（P184～185） 

◇領土画定と朝鮮政

策（P299～304） 
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調査項目 
発行者名 
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小学校での既習事項及び中学校地

理的分野での既習事項と関連付け

た事項 

◇第 1 章「歴史への

とびら」では、小学

校での既習人物・ 

文化財・出来事に

ついてイ ラスト

と文字で示し、年

表 にまとめる方

法を提示してい

る。 

◇各単元の始めに小

学校の学習内容を

振り返っている。  

◇地理や公民の学習

とつながりの強い

内容には、分野関

連マークを用いて

示している。 

◇第1章「歴史のとら

え方・調べ方」で

は、小学校での既

習人物や建造物を

中心に写真や図版

で年代順にすごろ

く形式でまとめて

いるほか、人物カ

ードづくりによる

まとめ方を提示し

ている。 

◇小学校での既習人

物にはマークを付

け、分かりやすい

ように工夫してい

る。 

◇「歴史を探ろう」

「身近な地域の歴

史を調べよう」で、

地理や公民の学習

内容との関連をペ

ージ下に示してい

る。 

◇第 1 部「歴史のと

らえ方と調べ方」

では、小学校での

既習人物・出来事

を年代順にイラス

トで示している。 

◇第 2 部「歴史の大

きな流れと時代の

移り変わり」で、小

学校での学びや地

理・公民での学び

と歴史での学びの

関連を示してい

る。  

◇各本文ページの下

部分 に小学校・地

理・公民との 関連

事項を示してい

る。  

◇各単元の導入で、

その単元で学習す

る内容と小学校で

学んだ主な出来事

との関連を年表の

形式で 示してい

る。 

◇第 1 章「歴史との

対話」では、時代区

分を、小学校での

既習人物を基に、

考える 方法を紹

介している。 

◇第 1 編「私たちと

歴史」では、小学校

で既習の人物と文

化遺産を年代順に

イラストなどで示

している。  

◇本文中に小学校で

の既習事項及び地

理・公民との関連

があるときはペー

ジ の下部分にそ

れが分かるように

示している。 

◇序章「人物を通し

て時代をとらえ

る」では、小学校で

学んだ主な人物 42

人が確認できる。 

◇各章のはじめ＜予

告編＞の登場人物

紹介コーナーで

は、小学校で学ん

だ人物を中心に紹

介がされている。 

◇序章では、小学校

で の既習人物を年

代順に並べ、事項と

関連付けて歴史の流

れを振り返ってい

る。 

◇「歴史への案内」の

「2．歴史を楽しく

学ぼう」では、小学

校での既習の人物

やできごと、文化

遺産についてカー

ドにまとめる活動

を紹介している。 

◇「国史を学ぶにあ

たって」の「一．小

学校で学んだ人物

と文化」では、小学

校で既習の語句を

一覧にして紹介し

ている。 

◇小学校での既習の

人物の中から一人

選んで調べたこと

をまとめてカード

やノートをつくる

活動を紹介してい

る。 

 

本文中で取り上

げられている「我

が国の歴史の大

きな流れを世界

の歴史を背景に

基本的な知識、概

念や技能の習得

を図るため」に取

り扱われている

事項 

古代までの日

本 

◇エジプト文明・メ

ソポタミア文明・

インダス文明・中

国文明・ギリシャ・

ローマ文明（P22～

P31） 

◇宗教のおこりと三

大宗教 

（P32～P33） 

◇遣隋使（P43） 

◇遣唐使（P44） 

◇メソポタミア文

明・エジプト文明・

インダス文明・中

国文明、ギリシャ・

ローマ（P24～P29） 

◇宗教の誕生（P30～

P31） 

◇遣隋使（P41） 

◇遣唐使（P46） 

◇メソポタミア文

明・エジプト文明・

インダス文明・中

国文明（P18～P19）  

◇ギリシャとローマ

の政治と文明（P22

～P23）  

◇仏教・キリスト教・

イスラム教の誕生

（P24～P25）  

◇遣隋使（P39）  

◇遣唐使（P40） 

◇メソポタミア文

明・エジプト文明・

インダス文明・ギ

リシア文明・ロー

マ帝国・中国文明 

（P18～P23）  

◇宗教のおこり（P24

～P25）  

◇遣隋使 

（P36～P37） 

◇遣唐使（P43） 

◇メソポタミア文

明・エジプト文明・

インダス文明・中

国文明（P24～P25）  

◇ギリシャ・ローマ

の文明  

（P28～P29）  

◇文明と宗教－世界

の宗教の誕生と広

まり－ 

（P30～P31）  

◇遣隋使・遣唐使

（P42） 

◇世界の古代文明

（P26） 

◇中国の古代文明

（P28） 

◇ギリシャ・ローマ

の文明（P30） 

◇ 宗 教 の お こ り

（P32） 

◇大和朝廷と東アジ

ア（P42） 

◇ 遣 隋 使 の 派 遣

（P46） 

◇遣唐使（P48） 

◇メソポタミア文

明・エジプ ト文

明・インダス文明・

中国文明（P35） 

◇ギリシャとローマ

の文明（P36） 

◇世界の宗教と日本

（P42） 

◇遣隋使（P47） 

◇遣唐使（P51） 

◇メソポタミア文

明・エジプト文明・

インドの文明・中

国の文明（P15～

P21） 

◇古代ギリシアとロ

ーマ（P22） 

◇ 宗 教 の 広 が り

（P36） 

◇遣隋使（P38） 

◇遣唐使（P40） 

◇世界の文明と日本

（P31～P35） 

◇宗教の起こり 

（P36～P39） 

◇ギリシャ・ローマ

の文化（P44～P46） 

◇中国大陸と朝鮮半

島の状況 

（P46～P49） 

◇遣隋使（P73） 

◇遣唐使（P83） 

 

中世の日本 ◇日宋貿易（P73） 

◇モンゴル帝国とユ

ーラシア世界（P78

～P79） 

◇モンゴルの襲来

（P80～P81） 

◇東アジアとの交流

◇日宋貿易（P65） 

◇大陸をまたぐモン

ゴル帝国 

（P72～P73） 

◇海から押し寄せる

元軍（P74～P75） 

◇勘合貿易（P79） 

◇平氏の政治と日宋

貿易（P69）  

◇モンゴル帝国と蒙

古襲来 

（P78～P81）  

◇室町幕府と日明貿

易 （P86～P87） 

◇日宋貿易（P67）  

◇モンゴルの襲来

（P82） 

◇勘合貿易・日朝貿

易（P86～P87） 

◇日宋貿易（P71）  

◇元の襲来 

（P82～P83）  

◇勘合貿易（P89） 

◇日宋貿易（P72） 

◇モンゴル帝国と世

界史の成立（P78） 

◇元寇（P80） 

◇勘合貿易（P86） 

◇宋との貿易（P75） 

◇モンゴル帝国の襲

来（P80） 

◇勘合貿易（P85） 

◇世界を結ぶ交通手

段（P54） 

◇宋との交易（P57） 

◇モンゴル帝国と東

アジア（P69） 

◇明を中心とした東

アジア（P73） 

◇蒙古襲来 

（P133～P139） 

◇倭寇と日明貿易

（P156） 
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（P84～P85） 

近世の日本 ◇ヨーロッパ世界の

変化・拡大 

（P100～P103） 

◇ヨーロッパ人との

出会い 

（P104～P105） 

◇朝鮮侵略（P109） 

積極的な貿易政策

（P114） 

◇ 江戸時代の対外 

関係 

（P116～P117） 

◇異国船打払令と大

塩の乱（P136） 

◇イギリスとアメリ

カの革命 

（P146～P147） 

◇ フ ラ ン ス 革 命 

（ P148～P149） 

◇ヨーロッパにおけ

る国民意識の高ま 

り（P150～P151） 

◇ロシアの拡大とア

メ リ カ の 発 展

（P152～P153） 

◇産業革命と資本主

義（P154～P155） 

◇欧米のアジア侵略 

（P156～P157） 

◇開国と不平等条 

約（P156～P157） 

◇教会と「コーラン」

の教え 

（P98～P99） 

◇ルネサンスと宗教

改革 

（P100～P101） 

◇ヨーロッパ人の大

航海 

（P102～P103） 

◇鉄砲とキリスト教

の伝来 

（P104～P105） 

◇南蛮貿易（P105） 

◇秀吉の外交と朝鮮

侵略（P111） 

◇朱印船貿易と日本

町（P118） 

◇江戸時代の国際関

係（P120～P121） 

◇ 外 国 船 の 接 近

（P134） 

◇イギリスの台頭と

革命 

（P146～P147） 

◇アメリカの独立革

命とフランス革命

（P148～P149） 

◇イギリスの産業革

命（P150） 

◇欧米列強の成立

（P152～P153） 

◇列強によるアジア

の植民地化と抵抗

（P154～P155） 

◇ペリーの来航と開

国（P158～P159） 

◇新しい国際関係の

確立 

（P172～P173） 

◇ヨーロッパの変革

（P106～P107） 

◇大航海時代の幕開

け（P108～P109）  

◇鉄砲の伝来・キリ

スト教の伝来・南

蛮貿易 

（P112～P113） 

◇文禄・慶長の役

（P119） 

◇東南アジアと朱印

船貿易（P127） 

◇四つに絞られた貿

易の窓口 

（P128～P129）  

◇市民革命の始まり

（P162～P163）  

◇人権思想からフラ

ンス革命へ 

（P164～P165）  

◇産業革命と資本主

義の成立 

（P166～P167）  

◇欧米諸国の近代国

家建設 

（P170～P171）  

◇外国船の来航と幕

府の対応（P176）  

◇アメリカ船の来航

と開国（P180）  

◇日清修好条規の締

結・ 征韓論と日朝

修好条規の締結

（P194～P195）  

◇朝鮮をめぐる対立

日清戦争 

（P208～P209） 

◇ルネサンスと宗教

改革 

（P104～P105）  

◇大航海時代とヨー

ロッパ の海外進

出（P106～P107）  

◇鉄砲伝来・南蛮貿

易・キリスト教の

伝 来 

（P112 ～P113）  

◇朝鮮侵略 と日明

交渉  

（P116～P117） 

◇貿易振興と朱印

船・禁 教 と 貿 

易 統制 

（P124～P125） 

◇対外関係と四つの

窓口・長崎貿易

（P126 ～ P127）  

◇ 対 外 的 な 危 機

（P140～ P141）  

◇ 異 国 船 打 払 令

（P146）  

◇市民革命の時代

（P156 ～P159）  

◇産業革命と社会の

変化  

（P160～P161）  

◇アメリカの発展と

ロシア の東方開

発（P162～P163）  

◇欧州列強のアジア

侵略  

（P164～P165）  

◇開国と条約締結

（P166 ～P167）  

◇明治初期の対外関

係  

（P182～P183） 

◇イスラム教の世界

とキリスト教の世 

界（P108～P109）  

◇つながれてゆく 

世界 

（P110～P111）  

◇鉄砲とキリスト教

の伝来 （P113）  

◇秀吉の海外政策

（P114～P115）  

◇朱印船貿易から鎖

国へ 

（P126～P127）  

◇朝鮮との国交回 

復（P129）  

◇産業革命 

（P158～ P159）  

◇王政から議会制 

へ 

（P160～P161）  

◇アメリカの独立と

フ ラ ン ス 革 命

（P162～P163）  

◇新興勢力の台頭

（P164～P165）  

◇ヨーロッパのアジ

ア侵略 

（P166～P167）  

◇ 外 国 船 の 接 近

（P168）  

◇開国 

（P170～P171）  

◇清や朝鮮との外 

交（P185）  

◇領土の画定を目指

して（P186） 

◇ルネサンスと宗教

改革（P106） 

◇ヨーロッパ人の世

界進出（P108） 

◇ヨーロッパ人の来

航（P110） 

◇秀吉はなぜバテレ

ン追放令を出した

のだろうか（P117） 

◇朱印船貿易から鎖

国へ（P122） 

◇欧米諸国の日本接

近（P138） 

◇ルネサンスと宗教

改革（P102） 

◇ヨーロッパ人の世

界進出（P104） 

◇ヨーロッパ人の来 

航（P106） 

◇キリスト教の禁

止・対外政策と朝

鮮出兵（P111） 

◇「鎖国」への道

（P116） 

◇「鎖国」の時代に開

かれていた窓口

（P118） 

◇欧米諸国の接近

（P134） 

◇イギリスの革命と

ア メ リ カ 独 立

（P154） 

◇ フ ラ ン ス 革 命

（P156） 

◇産業革命と資本主

義の成立（P158） 

◇欧米諸国のアジア

進出（P162） 

◇黒船来航の衝撃

（P164） 

◇明治初期の外交と

国境の画定（P176） 

◇日清戦争（P189） 

◇日露戦争（P191） 

◇国際的地位の向上

と韓国併合（P192） 

◇ポルトガルの進

出・キリスト教の

改革とイエズス会

（P88～P89） 

◇大西洋の東と西で

（P90～P91） 

◇鉄砲とキリスト教

（P92～P93） 

◇秀吉の朝鮮侵略

（P98～P99） 

◇江戸幕府の外交

（P102～P103） 

◇朝鮮・琉球との外

交（P116～P117） 

◇ 北 か ら の 黒 船

（P128～P129） 

◇ 合 衆 国 の 成 立

（P138～P139） 

◇ フ ラ ン ス 革 命

（P140～P141） 

◇産業革命 

（P142～P143） 

◇アヘン戦争と江戸

幕府・琉球王国

（P147） 

◇ ペ リ ー の 来 航

（P150～P151） 

◇領土画定と外交

（P176～P177） 

◇日清戦争 

（P184～P185） 

◇日露戦争 

（P188～P189） 

◇韓国併合 

（P192～P193） 

◇世界の動きと日本

（P185～P188） 

◇大航海時代 

 （P188～P189） 

◇鉄砲の伝来と南蛮

貿易（P190） 

◇秀吉の政治と北京

遷都計画 

（P198～P202） 

◇朱印船貿易から鎖

国へ 

（P214～P216） 

◇鎖国下の対外窓口 

 （P217～P219） 

◇押し寄せる欧米諸

国（P245～P247） 

◇幕府に下った「海

防の勅」 

 （P248～P250） 

◇ペリー来航と開国 

 （P250～P257） 

近代の日本と

世界 

◇近代的な国際関係

（P172～P173） 

◇欧米列強の侵略と

条約改正 

（P184～P185） 

◇日清戦争 

◇アジアに迫る列強

（P184）  

◇日清戦争と三国干

渉（P186～P187）  

◇義和団事件と日英

同盟  

◇世界が注目した日

露戦争 

（P210～P211）  

◇韓国併合と植民

地・満州での政策・

辛亥革命・中華民

◇欧米の帝国主義

（P190～P191）  

◇日清戦争 

（P194～ P195）  

◇日露戦争と東ア 

ジア 

◇列強の動向とア 

ジア 

（P196～P197）  

◇朝鮮をめぐる対立

（P198～P199）  

◇朝鮮・満州をめぐ

◇イギリスの市民革

命とアメリカの独

立（P150） 

◇啓蒙思想とフラン

ス革命（P152） 

◇産業革命と欧米の

◇第一次世界大戦

（P208） 

◇ロシア革命と第一

次世界大戦の終結

（P210） 

◇国際協調とアジア

◇第一次世界大戦

（P196～P197） 

◇日本の参戦と中国

（P198～P199） 

◇世界恐慌と経済政

策（P216～P217） 

◇イギリス革命とア

メリカ独立戦争

（P271） 

◇イギリス産業革命

と資本主義（P278） 

◇欧米列強のアジア
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 （P186 ～P187） 

◇日露戦争 

（P188～P189） 

◇韓国の植民地化

（P190） 

◇第一次世界大戦

（P204～P205） 

◇国際協調の高まり

（P208～P209） 

◇世界恐慌と各国の

対策 

（P220～P221） 

◇欧米の情勢とファ

シズム 

（P222～P223） 

◇満州事変と軍部の

台頭 

（P226～P227） 

◇日中戦争の開始と

長期化（P230） 

◇第二次世界大戦の

始まり 

（P230～P231） 

◇太平洋戦争の開始

（P233～P234） 

◇戦争の終結 

（P236 ～P237） 

（P188～P190） 

◇ 日露戦争とその

影響 

（P191～P192） 

◇韓国併合と辛亥革

命（P192～P193）  

◇第一次世界大戦と

日本 

（P210～P211） 

◇新しい国際体制と

民主主義の広がり

（P214～P215）  

◇世界恐慌とファシ

ズムの台頭 

（P226～P227）  

◇満州事変から国際

連盟脱退へ 

（P230～P231）  

◇軍国主義の高まり

と日中戦争 

（P232～P233）  

◇太平洋戦争の始 

まり 

（P240～P241） 

◇第二次世界大戦の

終結 

（P244～P245） 

国 

（P212～P213）  

◇第一次世界大戦の

始まりと総力戦

（P228～P229）  

◇第一次世界大戦の

拡大と日本 

（P230～P231） 

◇ベルサイユ条約と

民族自決・国際連

盟 の成立 

（P232～P233）  

◇世界恐慌と行き詰

まる日本 

（P234～P235）  

◇欧米諸国が選択し

た道 

（P254～P255） 

◇日中戦争（P258） 

◇第二次世界大戦へ

の道 

（P262～P263）  

◇太平洋戦争と植民

地 支 配 の 強 化

（P264～P265）  

◇ポツダム宣言と日

本の敗戦 

（P270～P271） 

（P196～P197）  

◇日本の大陸進出と

辛亥革命 

（P198～P199） 

◇第一次世界大戦と

国際関係 

（P214～P215）  

◇ヴェルサイユ条約

と国際関係 

（P218～P219）  

◇世界恐慌とその対

応  

（P232～P233）  

◇ファシズムの台頭

（P234 ～P235）  

◇日中戦争の始まり

と長期化（P240）  

◇第二次世界大戦

（P242～P245）  

◇太平洋戦争の始 

まり 

（P244～P245）  

◇戦局の悪化と戦争

の終結 

（P248～P249） 

る日本とロシアの

対立  

（P200～P201） 

◇日本の朝鮮支配

（P202～P203）  

◇第一次世界大戦

（P218～P219）  

◇アジアの民族運動

と国際協調 

（P224～P225）  

◇世界恐慌と各国の

対応 

（P236～P237）  

◇日中全面戦争と戦

時体制 

（P242～P243）  

◇第二次世界大戦の

始まり 

（P244～P245）  

◇アジア・太平洋で

の戦争 

（P246～P247）  

◇第二次世界大戦の

終結  

（P250～P251） 

発展（P154） 

◇欧米列強のアジア

進出（P156） 

◇ペリーの来航と開

国（P158） 

◇近隣諸国との国境

画定（P172） 

◇日清戦争と三国干

渉（P188） 

◇日英同盟（P190） 

◇国家の命運をかけ

た日露戦争（P192） 

◇日露戦争を戦った

日本人（P194） 

◇世界列強の一員・

日本と東アジア

（P198） 

◇第一次世界大戦と

日本の参戦（P212） 

◇ロシア革命と大戦

（P214） 

◇日米関係とワシン

トン会議（P220） 

◇世界恐慌とその影

響（P224） 

◇日中戦争（P232） 

◇第二次世界大戦の

始まり 

（P236～P244） 

 

の民族運動（P212） 

◇世界恐慌と国際協

調の行きづまり

（P224） 

◇共産主義とファシ

ズムの台頭（P226） 

◇満州事変と軍部の

台頭（P228） 

◇日中戦争と戦時体

制（P230） 

◇第二次世界大戦

（232） 

◇太平洋戦争（P234） 

◇第二次世界大戦の

終結（P238） 

◇日本の中国侵略

（P220～P221） 

◇日中戦争 

（P224～P225） 

◇第二次世界大戦開

戦 

（P226～P227） 

◇アジア太平洋戦争

（P228～P229） 

◇ヨーロッパの戦争

（P230～P231） 

◇日本の敗戦 

（P242～P243） 

進出（P280） 

◇欧米列強の日本遠

征（P283） 

◇ペリーとハリスの

要求（P284） 

◇領土画定と朝鮮政

策（P299） 

◇ 条 約 改 正 交 渉

（P312） 

◇朝鮮における日清

の対立（P314） 

◇三国干渉（P317） 

◇義和団事件と日英

同盟（P321） 

◇日露戦争（P321） 

◇ポーツマス条約

（P328） 

◇韓国併合と中華民

国の建国（P330） 

◇第一次世界大戦

（P337） 

◇満州事変と満州国

建国（P352） 

◇世界恐慌と国際協

調の終焉（P356） 

◇盧溝橋事件（P361） 

◇第二次世界大戦の

勃発（P367） 

◇日独伊三国同盟と

日米交渉の決裂

（P370） 

◇ポツダム宣言と原

爆投下（P390） 

◇ソ連参戦と戦争終

結（P392） 

現代の日本と

世界 

◇ 占 領 下 の 日 本

（P246～P247） 

◇新中国の成立と朝

鮮戦争（P251） 

◇独立の回復と55年

体制 

（P252～P253） 

◇冷戦後の国際社会 

（P260～P261） 

◇持続可能な社会に

向けて 

（P264～P265） 

◇連合国軍の日本占

領（P254）  

◇新しい中国と朝鮮

戦争（P259）  

◇独立の回復と国際

社 会 へ の 復 帰

（P260～P261）  

◇安保改定と国交正

常化 

（P264～P265）  

◇冷戦終結後の世 

界（P274～P275）  

◇連合国軍の日本占

領（P278）  

◇中国の新国家と朝

鮮戦争（P283）  

◇平和条約の調印と

国際連合への加盟

（P284）  

◇55 年体制と安保闘

争（P284）  

◇グローバル化が進

む世界 

（P298～P299）  

◇ 占 領 下 の 日 本

（P256～ P257）  

◇冷戦の時代（P262）  

◇独立回復と日米安

保条約 

（P264～P265）  

◇国際関係の変化と

日本の外交 

（P268～P269）  

◇冷戦の終結 

（P274～ P275）  

◇今日の世界 （P278

◇占領と改革の始ま

り（P262～P263）  

◇第二次世界大戦後

の世界 

（P268～P269）  

◇国際社会への復帰

と55年体制（P270

～P271）  

◇東西対立と緊張緩

和（P272～P273）  

◇冷戦下のアジアと

日本 

◇ 占 領 下 の 日 本

（P256） 

◇米ソ冷戦の激化と

憲法改正（P262） 

◇冷戦終結（P274） 

◇勇気と友情の物語 

世界と交流した近

代日本（P280） 

◇ 占 領 下 の 日 本

（P248） 

◇冷戦の始まりと朝

鮮戦争（P252） 

◇独立の回復と安保

条約（P254） 

◇冷戦終結後の世界

（P266） 

◇これからの世界と

日本（P270） 

◇占領と日本の民主

化（P248～P249） 

◇朝鮮戦争と冷戦

（P254～P255） 

◇日本の独立 

（P256～P257） 

◇日米安保条約の改  

 定（P260～P261） 

◇第三世界と東西陣

営（P264～P265） 

◇中東戦争と石油危

機（P268～P269） 

◇GHQ の占領政策

（P413） 

◇冷戦と朝鮮戦争

（P421） 

◇隣国との関係構築

と冷戦（P432） 

◇冷戦終結（P437） 

◇緊張する東アジア

情勢（P440） 

◇国際協調と日本の

役割（P444） 
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◇アジアの成長と 

課題（P277） 

◇世界の中の市民の

一人として 

（P280～ P281） 

◇国際社会における

これからの日本

（P302～P303） 

～P279） （P274～P275）  

◇冷戦の終わりとグ

ローバル化 

（P280～P281）  

◇グローバル化のな

かの日本 

（P282～P283） 

◇日中国交正常化と

東アジア 

（P270～P271） 

◇冷戦の終結と新た

な戦争 

（P272～P273） 

 

時代の区分やその移り変わりに気

付く学習で取り上げられている事

項 

【第 1 章歴史へのと

びら】 

◇「歴史の流れ」で、

小学校で学習した

主な人物や文化

財、出来事などの

イラストを年代順

に並べ、歴史の流

れを整理してい

る。 

◇1節の「2 歴史の流

れのとらえ方」と

「スキル・アップ4 

年表にまとめよ

う」で、小学校で学

んだ人物・文化財・

出来事を挙げ、そ

れらを年表に整理

するページを設け

ている。 

◇各見開きの右部分

に年表を表示し、

そのページの内容

が年表中のどの部

分に当たるのかを

色で示している。 

◇1節の「1時期や年

代の表し方」と「ス

キル・アップ3 年

表を読み取ろう」

で、時代区分の表

し方などについて

説明している。 

◇【第 1 章歴史のと

らえ方・調べ方】

で、歴史年表を使

い、歴史の流れを

捉えられるように

している。  

◇各見開きの見出し

の上に年表を表示

し、そのページの

内容が年表中のど

の 部分に当たる

のかを黄色で示し

ている。  

◇各章末にある「学

習のまとめと表

現」で、時代の移り

変わりを確かめる

学習活動を設けて

いる。 

【第 1 部歴史のとら

え方と調べ方】  

◇「歴史をたどろう」

のページを設け、

小学校で学習した

主な人物や文化

財、出来事などの

イラストを年代順

に並べ、歴史の流

れを整理してい

る。   

◇各見開きの右端に

年表を設け、その

ページの内容が年

表中のどの部分に 

当たるのかを色で

示している。  

◇「タイムトラベル」

のページを設け、

小学校で学習した

主な人物のイラス

トや文化財、出来

事などを年代順に

並べ、歴史の流れ

を整理している。  

◇「章の学習を振り

返ろう」で、学んだ

ことについて年表

などを用いながら

時代の移り変わり

とともに確かめら

れるようにしてい

る。  

◇第 1部第 1節「歴

史の流れと時代区

分」で、年代の表し

方と時代区分につ

いて説明してい

る。 

◇各章の導入におい

て、 年表を示し、

歴史の大きな流れ

がつかめるように

している。 

◇「第 1 章歴史との

対話」で、年代の表

し方や時代区分に

ついて説明してい

る。 

◇【第 1 編私たちと

歴史】で、小学校で

学習した主な人物

や文化財、出来事

などのイラストを

年代順に並べ、歴

史の流れを整理し

ている。  

◇各編の導入と振り

返りで、年表を用

いて時代の流れを

整理している。  

◇各見開きの右端に

年表を設け、その

ページの内容が年

表中のどの部分に

当たるのかを色で

示している。  

◇随所に、そのペー

ジの内容・主題に

沿った事項のみを

取り上げた年表を

設けている。  

◇チャレンジ歴史

「承久の乱を通し

て、古代から中世

への変化を考えよ

う」で、時代の移り

変わりについて考

察しようとしてい

る。 

◇年代・時代区分の

表し方で、年代の

表し方や時代区分

について説明して

いる。 

◇各章の導入と単元

末において、小学

校で学習した人物

や中心となる出来

事を基にして 、歴

史の大きな流れが

つかめるようにし

ている。 

◇各見開きの下部分 

に年表を設け、そ

のページの内容が

年表中のどの部分

に当たるのかを色

で示している。 

◇「年代の表し方と

時代区分 」で、年

代や時代の表し方

や時代区分につい

て説明している。 

◇序章で、小学校で

学習した主な人物

や文化遺産、出来

事などのイラスト

を年代順に並べ、

歴史の流れを整理

している。 

◇各章のとびらのペ

ージで歴史モノサ

シを使って、学習

内容を概観できる

ようにしている。 

◇各章の導入で、「鳥

の目で見る歴史絵

巻」として、人物や

出来事のイラスト

などで学習内容を

概観できるように

している。 

◇各章のまとめで年

表を用いて時代を

振り返っている。 

◇「年代や時代区分

の表し方」で、歴史

モノサシを使っ

て、年代や時代区

分について説明し

ている。 

◇各章の導入ページ

で、その章での学

習内容がいつ頃の

年代かを、紀元前

1000年～紀元2000

年のスケール年表

で示している。 

◇「年代の表し方、時

代の区切り方」で、

年代や時代の表し

方や時代区分につ

いて説明してい

る。 

 

◇序章で世界各国王

朝略年表を紀元前

2000 年～紀元前

200 年まで示して

いる。 

◇「序 国史を学ぶ

にあたって」の

「二．年代や時代

の表し方」で元号、

西暦、世紀、干支、

時代区分について

説明がされてい

る。「四．歴史的な

見方・考え方」では

年代と時系列、推

移について説明が

されている。 

◇各章のまとめ学習

で学習範囲の年表

を掲載し、重要語

句を穴抜きで答え

ることができるよ

うに工夫されてい

る。 
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言語活動を充実させるための工夫 ◇身近な地域の歴史

について調べたこ

とを発表する際

に、興味関心を高

め、分かりやすい

発表にするための

留意事項を示して

いる。  

◇「みんなでチャレ

ンジ」で、グループ

で協力しながら取

り組む、対話的な

活動を設定してい

る。（36 個所）  

◇各見開きの「トラ

イ」で、そのページ

の内容から語句指

定や字数制限を伴

って説明する課題

を設定している。  

◇「地域の歴史を調

べよう」で、話し合

いを通じてまと

め、発表する方法

について示してい

る。  

◇各章の「まとめの

活動」の「節の問い

を解決しよう」で、

課題に対して答え

る活動を設定して

いる。  

◇各章の「まとめの

活動」で、思考ツー

ルを使ってまと

め、説明する課題

を設定 している。  

◇「資料から発見！」

で、 対話的な活動

を通して、歴史へ

の関心を高め、資

質・能力を育成す

る工夫をし てい

る。 

 

 

◇各見開きの「表

現！」で、学習内容

を自分の言葉で説

明したり、対話し

たりすることで深

める課題を設定し

ている。  

◇「身近な地域の歴

史を調べよう」で、

調べたり、まとめ

て発表したりする

活動を示してい

る。  

◇各章ごとの「学習

のまとめと表現」

で、学習内容に関

連して説明する課

題を設定してい

る。 

◇各見開きの「説明

しよう」で、学習内

容を自分の言葉で

説明する課題を設

定している。  

◇各節の「問いを振

り返ろう」で、節の

学習内容を自分の

言葉で説明する課

題を設定してい

る。  

◇「章の学習を振り

返ろう」で、章の問

いに対して自分の

考えをグループで

話し合い、それを

基にまとめて説明

する活動を設定し

ている。  

 

◇各章の「まとめ」

で、学習内容を振

り返り、指定語句

や自分の言葉を使

って文章でまとめ

る課題を複数設定

している。 

◇「歴史との対話」の

中で、「歴史を大き

く変えた人物」を

自分の言葉で人物

カードにまとめる

方法を 示してい

る。  

◇「身近な地域を調

べよう」の「3レポ

ートをつくって発

表しよう！」で、レ

ポートの書き方や

発表での分かりや

すい伝え方などに

ついて紹介してい

る。 

◇「まとめと振り返

り」で習得した知

識を基に自分の考

えを自由記述する

欄を設けている。  

◇「チャレンジ歴史」

で、資料を基に、対

話を通じて課題に

取り組み、最後に

自分の言葉でまと

める活動を設定し

ている。 

◇「スキルUP」で、

調べ学習につい

て、説明の仕方や

まとめ方について

示している。 

◇身近な地域の歴史

について調べたこ

とを発表する際

に、興味関心を高

め、分かりやすい

発表にするための

留意事項を示して

いる。 

◇「人物を通して時

代をとらえる」で、

人物カードや人物

伝記の作成を通し

て、時代を捉え、歴

史への興味・関心

を高めさせること

ができるように設

定している。 

◇各章のまとめで、

出来事の「まとめ

図」とそれに対す

る対話形式の説明

文が丁寧に示され

ている。 

◇各見開きの「探究」

で、学習内容を確認

し、自分の言葉で説

明できるようにし

ている。 

◇「地域の歴史を調べ

てみよう」で発表の

レポートを例示し

て言語活動の充実

を図っている。 

◇各章の「学習のまと

め」で、資料の読み

取りを通して、時代

像を文章で表現す

る課題を設定して

いる。 

◇「歴史学習のまと

め」で、「日本の歴史

を大観する」という

課題に取り組み、最

後に「日本の歴史を

学んで」というテー

マで 400 字の文章

を作成し自分の言

葉で歴史を表現す

る課題を設定して

いる。 

◇各部の「学習のま

とめ」で、指定語句

を使って学習内容

を説明する課題を

設けている。 

◇「章をふりかえる」

で、学習内容をま

とめたり、話し合

ったりする課題を

設けている。 

◇「歴史を体験する」

の「対話・討論にチ

ャレンジ」で、『学

問のすゝめ』をど

う読むかについ

て、話し合う活動

を設定している。 

◇「歴史を体験する」

の「地域の歴史を

歩く」で、インタビ

ューをしたり、調

べたことをグルー

プやクラスで発表

したりする活動が

紹介されている。 

◇「国史を学ぶにあ

たって」の「三．グ

ループで歴史を調

べよう」で歴史に

ついてグループで

調べまとめたこと

を発表する方法に

ついて、順を追っ

て紹介している。 

◇各章のイロハ～そ

れぞれに「課題」が

設定されており、

自分なりの考えを

まとめることがで

きるよう工夫され

ている。 

◇ディベートをして

みよう（近代）で、

学習したことを基

に「明治維新は正

しかったか」につ

いて肯定と否定に

分かれてディベー

トを行う活動が設

定されている。 

 



教科・種目名 社会（歴史的分野） 調査研究事項 

70 
 

調査項目 
発行者名 

２ 東書 １７ 教出 ４６ 帝国 ８１ 山川 １１６ 日文 ２２５ 自由社 ２２７ 育鵬社 ２２９ 学び舎 ２３６ 令書 

歴史的事象を多面的、多角的に考察

するための工夫 

◇考察に有用な資料

や史料を各ページ

に配置して歴史的

事象を多面的・多

角的に考察するた

めの工夫をしてい

る。  

◇「見方・考え方」で、

歴史的な見方・考

え方を活用して考

察するための工夫

をしている。 

◇考察に有用な資料

や史料を各ページ

に配置している。  

◇登場人物の吹き出

しにより考察の視

点を示している。  

◇歴史にアプローチ

で、 歴史の「見方・

考え方」を働かせ

る学習の進め方に

ついて説明してい

る。  

◇「歴史を探ろう」で

視点を変えて、歴

史的事象を多面

的・多角的に学習

内容を捉えなおせ

るように工夫して

いる。  

◇「歴史を探ろう」で

「働く女性や子ど

もたち」のように

社会を支えた人々

を取り上げるな

ど、歴史上の多様

な人物を取り上

げ、各時代におけ

る考え方や、対立

などについて理解

し、考察できるよ

うにしている。  

◇巻末の学習資料

で、理解を支援で

きるようにしてい

る。 

◇考察に有用な資料

や史料を各ページ

に配置している。  

◇登場人物の吹き出

しにより考察の視

点を示している。  

◇「タイムトラベル」

で、連続する 2 つ

の時代を比べて時

代の特色をつかめ

るようにしてい

る。  

◇「歴史的な見方・考

え方」で、社会の出

来事を多面的・多

角的に考える力を

育成する工夫をし

ている。 

◇巻頭 9 で考えを整

理する方法で思考

ツールを紹介し、

考察を深めること

ができるよう工夫

している。 

◇考察に有用な資料

や史料を各ページ

に配置している。  

◇図版などを読み取

るための視点を示

している。  

◇「歴史を考えよう」

で、美術作品や史

料・地図などを取

り上げて、歴史を

多面的・多角的に

考察するための工

夫をしている。  

◇「地域からのアプ

ローチ」で、地域を

通した歴史学習を

紹介し、歴史を学

ぶことの現代的な

意味を考えてい

る。 

 

◇考察に有用な資料

や資料を各ページ

に配置している。  

◇登場人物の吹き出

しにより考察の視

点を示している。  

◇各見開きの「見方・

考え方」で、学習課

題の解決の手がか

りや、理解を深め

るための問いを示

している。 

◇「テーマ別さくい

ん」を設け、歴史学

習を振り返って、

それまでとは異な

った 視点や方法

で、災害や政治参

加などのテーマに

取り組めるように

している。  

◇「歴史＋α」「先人

に学ぶ」「地域に学

ぶ」で、歴史的事象

を多面的・多角的

に考察するための

工夫をしている。 

◇考察に有用な資料

や史料を各ページ

に配置している。 

◇登場人物の吹き出

しにより考察の視

点を示している。 

◇章のまとめでは、

「時代の特徴を考

えるページ」で、時

代の特徴を捉える

ための考察の視点

を示している。 

◇考察に有用な資料

や史料を各ページ

に配置している。 

◇登場人物の吹き出

しにより考察の視

点を示している。 

◇「歴史ズームイン」

で、様々な資料を提

示し、歴史的事象を

多面的・多角的に考

察するための工夫

をしている。 

◇考察に有用な資料

や史料を各ページ

に配置している。 

◇本文であえて太字

を用いて語句を強

調せず、生徒が自

分なりに歴史的事

象を捉えることが

できるようにして

いる。 

◇巻末の年表で、時

代区分に「北海道

など」「本州など」

「沖縄など」の欄

を設け、各地の出

来事を具体的に捉

えられるようにし

ている。 

◇巻末の年表で、「政

治・経済」「文化・

宗教」「世界の動

き」の欄を設け、図

版や写真資料を用

いて関連を掴める

ようにし、歴史的

事象を多面的・多

角的に考察するた

めの工夫をしてい

る。 

 

◇考察に有用な資料

や史料を各ページ

に配置している。 

◇各項目の課題、考

えようなど学習に

対して自らの考察

が行える活動が設

定されている。 

◇本文最後に文献史

料を掲載し、考察

をより史料に基づ

いたものにできる

ようにしている。 

各時代の特色を

とらえ、自分の言

葉で表現できる

（表現する）よう

に例示されてい

る事項 

古代までの日

本 

まとめの活動（P60） 

◇探究課題「古代の

日本では、どのよ

うに国家が形成さ

れたのでしょう

か。」に対して節ご

との探究のステッ

プ課題が設定され

ている。  

◇探究のステップ 

①環境や社会の変

化にともなっ

◇各見開きの「表

現！」で、学習内容

と関連した事項を

「説明しよう」と

いう課 題を提示

し、時代の特色を

自分の言葉で表現

するようにしてい

る。  

◇章の問い「国はど

のように生まれた

のだろうか」に対

◇各見開きの「説明

しよう」 で、学習

内容と関連した事

項を自分の言葉で

説明する課題を提

示している。  

◇節の問いを振り返

り、説明する課題

を提示している。

（P60） 

◇「学習を振り返ろ

う」  

◇章のまとめ  

・文明が大きな川

の流域で 登場

したのはなぜか

考えてみよう。  

・どのようにして

クニが誕生した

か、まとめてみ

よう。  

・大化の改新で目

指されたのはど

のような国家で

◇各見開きの「確認」

「表現」で、学習内

容と関連した事項

を、自分の言葉で

説明する課題を提

示している。  

◇編ごとの問い「日

本という国はどの

ように生まれ、発

達していったので

しょうか」を確認

して、「まとめと振

◇時代の特徴を考え

るページ（P67） 

「古代とはどのよ

うな時代だったの

だろうか」 

・人物比較の問題 

・歴史用語を 3 つ

の文で紹介する

「歴史用語ミニ

辞典」 

・章の学習で学ん

だ重要な言葉

◇学習のまとめ「原

始・古代の時代を振

り返って考えてみ

よう。」 

・資料を見ながら古

代の日本の変化

について考えま

しょう。 

・この学習のまとめ

の作業を手がか

りにして、この時

代はどのような

◇第１章をふりかえ

る 

・世界の古代文明

に共通点はある

でしょうか。ち

がいはあるでし

ょうか。まとめ

てみましょう。 

・この時代に、朝鮮

半島や中国か

ら、日本列島に

もたらされたも

◇古代までのまとめ

（P118） 

・政治 

白河上皇はなぜ

院生を開始した

のでしょうか。 

・文化 

飛鳥・天平・国風

文化の正しい説

明を選びなさ

い。 

・外交 
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て、人類は何を

生み出していっ

たのでしょう

か。 

②日本の社会は、

大陸とのつなが

りの下で、どの

ように変化した

のでしょう。  

③東アジアでの交

流の中で、なぜ

律令国家が成立

し、変化してい

ったのでしょう

か。 

◇ステップチャート

を使って、探究課

題に対しての自ら

の考えを整理して

表現できるように

工夫されている。

（P62） 

して、「学習のまと

めと表現」でステ

ップに応じて考え

を整理し表現でき

るよう工夫されて

いる。 

（P56～58） 

◇各章の問いについ

て考えるときに

JUMP!で「歴史的な

見方・考え方」を使

って時代の特色を

考えることができ

るよう工夫されて

いる。 

  

 

・章の問い「国づく

りが行われてい

った古代の社会

には、どのよう

な特色があった

のだろうか」に

対して学習の振

り返り 

・話し合いを通し

て自分の考えを

深めよう。  

・この時代の特色

を理由とともに

考察しよう。

（P62） 

あったか、それ

までの国家のあ 

り方と比較して

みよう。  

・律令の下で、政府

はどのように地

方を支配したの

だろうか。  

・平安時代の仏教

について、奈良

時代と比較して

説明しよう。  

・摂関政治におい

て、摂政や関白

はどのように政

治的権力をにぎ

ったのか説明し

よう。 

（P60～P61） 

り返り」「古代ま

で」の特色をつか

もう！で学習を振

り返ることができ

るよう活動が設定

されている。 

・いつ、どこで、何

があった？ 

・どんな時代？ 

・学習を振り返ろ 

 う（P63） 

（キーワード）

を 1 つあげ、作

文をつくる「ひ

とこと」作文 

・時代比較の問題 

・意見交換会 

時代だったとい

えるのかを考え、

その理由と合わ

せてノートに書

いてみましょう。

また、それぞれの

考えをみんなで

話し合ってみま

しょう。（P62） 

のをあげてみま

しょう。そのな

かで、一番重要

だと思うものと

その理由を考え

て、話し合いま

しょう。 

◇第1部原始・古代（1

章・2章）学習のま

とめ 

・これまで学んで

きたことをふり

かえり、人びと

の生活や社会の

ようす、制度や

文化はどのよう

に変化していっ

たでしょうか。

印象に残ったこ

とを自分の言葉

で書きましょ

う。（P53） 

古代までの我が

国が、中国王朝

とどのように関

わっていたか、

時代ごとにそれ

ぞれまとめなさ

い。 

・産業 

古代の税につい

て穴埋めしなさ

い。 

中世の日本 まとめの活動（P94） 

◇探究課題「武士が

生まれ、その支配

が広がった中世の

日本で、社会はど

のように変化した

のでしょうか」に

対して節ごとの探

究のステップ課題

が設定されてい

る。  

◇探究のステップ 

①なぜ武士は政権

を立て、社会を

動かすほどの力

を持つようにな

ったのでしょう

か。 

②東アジアでの交

流が進み、産業

や文化が発達す

る中で、民衆は

どのようにして

力を持つように

なったのでしょ

◇各見開きの「表

現！」で、学習内容

と関連した事項を

「説明しよう」と

いう課 題を提示

し、時代の特色を

自分の言葉で表現

するようにしてい

る。  

◇章の問い「武士と

民衆の成長によっ

て、社会はどのよ

うに変化したのだ

ろうか」に対して、

「学習のまとめと

表現」でステップ

に応じて考えを整

理し表現できるよ

う工夫している。 

（P92～P94） 

◇各章の問いについ

て考えるときに

JUMP！で「歴史的

な見方・考え方」を

使って時代の特色

◇各見開きの「説明

しよう」 で、学習

内容と関連した事

項を自分の言葉で

説明する課題を提

示している。  

◇節の問いを振り返

り、説明する課題

を提示している。

（P102） 

◇「学習を振り返ろ

う」  

・章の問い「武士に

よる政治が行わ

れたことによっ

て、社会はどの

ように変化した

のだろうか」に

対して学習の振

り返り 

・話し合いを通し

て自分の考えを

深めよう。  

・この時代の特色

を理由とともに

◇章のまとめ  

・あなたは農村を

まとめる 武士

です。最近隣村

の人々があなた

の領地に立ち入

ってきます。あ

なたはどのよう

に対応するでし

ょうか。だれを

たよれば効果的

か考えながら、

対応策を練って

みよう。  

・あなたは農民で

す。今年は天候

が悪く、農作物

の育ちが良くあ

りませんでし

た。自分たちの

生活を守るため

に、何ができる

でしょうか。だ

れからの支配を

受けていたのか

◇各見開きの「確認」

「表現」で、学習内

容と関連した事項

を、自分の言葉で

説明する課題を提

示している。  

◇編ごとの問い「た

えず戦乱がくり返

される時代となっ

たのは、なぜなの

でしょうか。」を確

認して、「まとめと

振り返り」「中世」

の特色をつかも

う！で学習を振り

返ることができる

よう活動が設定さ

れている。 

・いつ、どこで、何

があった？ 

・どんな時代？ 

・学習を振り返ろ 

 う（P103） 

◇時代の特徴を考え

るページ（P103） 

「中世とはどのよ

うな時代だったの

だろうか」 

・人物比較の問題 

・歴史用語を 3 つ

の文で紹介する

「歴史用語ミニ

辞典」 

・章の学習で学ん

だ重要な言葉

（キーワード）

を 1 つあげ、作

文をつくる「ひ

とこと」作文 

・時代比較の問題 

・意見交換会 

◇学習のまとめ「中世

の時代をふり返っ

て考えてみよう。」 

・資料を見ながら中

世の日本の変化

について考えま

しょう。 

・この学習のまとめ

の作業を手がか

りにして、この時

代はどのような

時代だったとい

えるのかを考え、

その理由と合わ

せてノートに書

いてみましょう。

また、それぞれの

考えをみんなで

話し合ってみま

しょう。（P94） 

◇第1部中世（3章を

ふりかえる）学習

のまとめ 

・学習をふりかえ

り、（1）から（4）

の課題を文章に

まとめてみまし

ょう。印象に残

ったことや、さ

らに知りたいこ

とがあったら、

それらも書きま

しょう。グルー

プやクラスで発

表しましょう。

（政治や社会の

変化、アジアの

国々や地域との

交流、産業の発

達や民衆の行

動、仏教や文化） 

・第2部・中世は、

どのような人々

が力を持った時

代だったでしょ

◇ 中 世 の ま と め

（P182） 

・政治 

中世の政治の流れ

を正しい順に並び

変えなさい。 

・文化 

鎌倉文化・北山文

化・東山文化の正

しい説明を次から

選びなさい。 

・外交 

中世の我が国とそ

れぞれの中国王朝

との関わりをまと

めなさい。 

・産業 

産業について、語

句を穴埋めしなさ 

い。 

中世において、日

明貿易がどのよう

に展開したかをま

とめてみましょ

う。 
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うか。 

◇くらげチャートを

使って、探究課題

に対しての自らの

考えを整理して表

現できるように工

夫されている。

（P95） 

◇X チャートを使っ

て、探究課題に対

して学んだことを

整理して、表現で

きるように工夫さ

れている。（P96） 

を考えることがで

きるよう工夫して

いる。  

 

考察しよう。

（P104） 

を考えながら、

対応策を練って

みよう。  

・あなたはある国

の守護です。守

護は幕府から任

命される存在で

す。これから先 

も守護に任命さ

れ続けたいあな

たは、どのよう

にふるまうでし

ょうか。幕府か

ら期待されてい

たことをふまえ

て、何をすべき

か考えてみよ

う。  

・あなたは貴族（公

家）で、都からは

なれた国に荘園

を持つ荘園領主

です。本来おさ

められるはずの

年貢が、なかな

か届きません。

それはなぜでし

ょうか。どのよ

うにすれば解決

できるでしょう

か。対応策を考

えてみよう。 

（P100～101） 

うか。前の時代

と比べながら、

自分の考えを文

章にまとめまし

ょう。（P85） 

近世の日本 まとめの活動（P140） 

◇探究課題「近世の

日本では、社会に

どのような変化が

見られたのでしょ

うか」に対して節

ごとの探究のステ

ップ課題が設定さ

れている。  

◇探究のステップ 

①ヨーロッパ人と

の出会いを経

て、なぜ戦乱の

終わりをむかえ

◇各見開きの「表

現！」で、学習内容

と関連した事項を

「説明しよう」と

いう課 題を提示

し、時代の特色を

自分の言葉で表現

するようにしてい

る。  

◇章の問い「近世の

日本は、どのよう

な政治のしくみを

つくったのだろう

か」に対して、「学

◇各見開きの「説明

しよう」 で、学習

内容と関連した事

項を自分の言葉で

説明する課題を提

示している。  

◇節の問いを振り返

り、説明する課題

を提示している。

（P156） 

◇「学習を振り返ろ

う」  

・章の問い「全国を

統一する政権の

◇章のまとめ  

・検地と刀狩によ

って、兵農分離

がどのように進

められたかをま

とめてみよう。  

・豊臣秀吉・将軍と

大名はどのよう

な関係にあった

か。  

・村の百姓と秀吉・

将軍・大名とは

どのような関係

にあったか。  

◇各見開きの「確認」

「表現」で、学習内

容と関連した事項

を、自分の言葉で

説明する課題を提

示している。  

◇編ごとの問い「戦

乱のない安定した

時代は、どのよう

に続いたのでしょ

うか。」を確認し

て、「まとめと振り

返り」「近世」の特

色をつかもう！で

◇時代の特徴を考え

るページ（P147） 

「近世とはどのよ

うな時代だったの

だろうか」 

・人物比較の問題 

・歴史用語を 3 つ

の文で紹介する

「歴史用語ミニ

辞典」 

・章の学習で学ん

だ重要な言葉

（キーワード）

を 1 つあげ、作

◇学習のまとめ「近世

の時代をふり返っ

て考えてみよう。」 

・資料を見ながら近

世の日本の変化

について考えま

しょう。 

・この学習のまとめ

の作業を手がか

りにして、この時

代はどのような

時代だったとい

えるのかを考え、

その理由と合わ

◇第4章をふりかえ  

 る 

・次の人が統一事

業で行った政策

から、それぞれ

印象に残ったも

のを一つ上げ

て、政治や人々

の暮らしにどの

ような影響をお

よぼしたか、説

明しましょう。

グループやクラ

スで発表しまし

◇ 近 世 の ま と め

（P268） 

・政治 

江戸幕府の改革

の流れを正しい

順に並び替えな

さい。 

・文化 

元禄文化・化政

文化に当てはま

る文化を正しく

分類しなさい。 

・外交 

江戸幕府の外交
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たのでしょう

か。 

②なぜ江戸幕府の

支配は約 260 年

も続いたのでし

ょうか。 

③産業や文化が発

達し、年が繁栄

する中で、なぜ

幕府は改革をせ

まられたのでし

ょうか。 

◇フィッシュボーン

図を使って、探究

課題に対しての自

らの考えを整理し

て表現できるよう

に工夫している。

（P142） 

習のまとめと表

現」でステップに

応じて考えを整理

し表現できるよう

工夫されている。 

（P140～P142） 

◇各章の問いについ

て考えるときに

JUMP！で「歴史的

な見方・考え方」を

使って時代の特色

を考えることがで

きるよう工夫して

いる。 

  

 

誕生によって、

社会はどのよう

に変化したのだ

ろうか」に対し

て学習の振り返

り 

・話し合いを通し

て自分の考えを

深めよう。  

・この時代の特色

を理由とともに

考察しよう。

（P160） 

・村は百姓によっ

てどのように運

営されたか。  

・村の運営は幕府

や藩の支配とど

のような関係に

あったか。  

・江戸時代には庶

民も旅行に出か

けられるように

なった。 

その理由をいく

つかの視点から

説明してみよ

う。 

（P152～P153） 

学習を振り返るこ

とができるよう活

動が設定されてい

る。 

・いつ、どこで、何

があった？ 

・どんな時代？ 

・学習を振り返ろ 

 う（P152） 

文をつくる「ひ

とこと」作文 

・時代比較の問題 

・意見交換会 

せてノートに書

いてみましょう。

また、それぞれの

考えをみんなで

話し合ってみま

しょう。（P144） 

ょう。（P104） 

◇第5章をふりかえ  

 る 

・幕府の改革はう

まく進んだでし

ょうか。気づい

たことを書いて

みましょう。 

◇第3部近世（4章・5

章）のまとめ 

・第3部の時代は、

国内では「幕府

と藩が全国を治

める」、国外とは

「4つの口を設

けて交渉・交易

する」という政

策・方針でした。

前の時代とくら

べて、大きなち

がいだと思う点

を上げて、ちが

いを説明しまし

ょう。 

・（歴史上の人物へ

のインタビュー

の発表を聞い

て）近世・江戸時

代はどんな時代

だったか考えま

しょう。前の時

代とくらべたり

しながら、まと

めましょう。

（P134～P135） 

 

についてまとめ

なさい。 

・産業 

江戸時代に整備

された交通につ

いて空欄を埋め

なさい。 

◇織田信長につい

て、300字以内でま

とめましょう。 

近代の日本と

世界 

・前半 

ま と め の 活 動

（P198） 

◇探究課題「近代化

によって、日本の

国家や社会はどの

ように変化したの

でしょうか」に対

して節ごとの探究

のステップ課題が

設定されている。  

◇各見開きの「表

現！」で、学習内容

と関連した事項を

「説明しよう」と

いう課 題を提示

し、時代の特色を

自分の言葉で表現

するようにしてい

る。  

・前半 

◇章の問い「近代の

◇各見開きの「説明

しよう」 で、学習

内容と関連した事

項を自分の言葉で

説明する課題を提

示している。  

◇節の問いを振り返

り、説明する課題

を提示している。

（P224、P272） 

・前半 

◇章のまとめ  

・イギリス・アメリ

カ・フランスは

市民革命によっ

て、政治社会が

どのように変化

しただろう。【身

分市民】の語句

を用いてまとめ

てみよう。  

・イギリス・アメリ

・前半 

◇各見開きの「確認」

「表現」で、学習内

容と関連した事項

を、自分の言葉で

説明する課題を提

示している。  

◇編ごとの問い「大

日本帝国の成立に

象徴される近代化

の特色は、どのよ

・前半 

◇時代の特徴を考え

るページ（P209） 

「近代前半とはど

のような時代だっ

たのだろうか」 

・人物比較の問題 

・歴史用語を 3 つ

の文で紹介する

「歴史用語ミニ

辞典」 

・前半 

◇学習のまとめ「近代

①の時代をふり返

って考えてみよ

う。」 

・資料を見ながら近

代①の日本の変

化について考え

ましょう。 

・この学習のまとめ

の作業を手がか

◇第6章をふりかえ  

 る 

・欧米では、18世紀

から19世紀に、

政治や社会がど

のように変化し

ま し た か 。

（P158） 

◇第4部近代（6章・7

章）学習のまとめ 

・時代の変化につ

◇ 近 代 の ま と め

（P410） 

・政治 

次の政策はどの時

代に行われたもの

か選びなさい。 

・文化 

学問・文学・美術の

分野に当てはまる

人物を選びなさ

い。 
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◇探究のステップ 

①なぜ欧米諸国は

世界に先がけて

発展したのでし

ょうか。 

②欧米とアジアと

の関係が変化す

る中、なぜ江戸

幕府は滅んだの

でしょうか。 

③なぜ日本ではほ

かのアジア諸国

に先がけて、近

代化が進んだの

でしょうか。 

④近代化を進める

中で、なぜ日本

は中国やロシア

と戦争すること

になったのでし

ょうか。 

◇コンセプトマップ

を使って、探究課

題に対しての自ら

の考えを整理して

表現できるように

工夫されている。

（P200） 

・後半 

ま と め の 活 動

（P240） 

◇探究課題「日本は

どのようにして戦

争に突入していっ

たのでしょうか。」

に対して節ごとの

探究のステップ課

題が設定されてい

る。  

◇探究のステップ 

①第一次世界大戦

はなぜ起こり、

世界と日本にど

んな影響をあた

えたのでしょう

か。 

②なぜ日本で民主

日本では、政治・社

会・文化はどのよ

うに変化したのだ

ろう」に対して、

「学習のまとめと

表現」でステップ

に応じて考えを整

理し表現できるよ

う工夫されてい

る。 

（P202～P204） 

・後半 

◇章の問い「人々は

どのように世界規

模の戦争と関わっ

ていたのだろう

か」に対して、「学

習のまとめと表

現」でステップに

応じて考えを整理

し表現できるよう

工夫されている。 

（P248～P250） 

◇各章の問いについ

て考えるときに

JUMP!で「歴史的な

見方・考え方」を使

って時代の特色を

考えることができ

るよう工夫されて

いる。 

  

 

◇「学習を振り返ろ

う」  

・章の問い「近代国

家の建設を目指

すことによっ

て、社会はどの

ように変化した

のだろうか」に

対して学習の振

り返り 

・話し合いを通し

て自分の考えを

深めよう。  

・この時代の特色

を理由とともに

考察しよう。

（P226） 

・後半 

◇「学習を振り返ろ

う」  

・章の問い「二度の

世界大戦を経験

することによっ

て、社会はどの

ように変化した

のだろう」に対

して学習の振り

返り 

・話し合いを通し

て自分の考えを

深めよう。  

・この時代の特色

を理由とともに

考察しよう。

（P274） 

カ・フランスで

市民革命がどの

ように達 成さ

れたかをまとめ

てみよう。  

・日本が開国する

ことになった背

景と、その経過

をまとめてみよ

う。  

・明治政府が教育・

軍事・ 税制の点

で、どのような

改革をしたかを

江戸時代と比較

してまとめてみ

よう。  

・江戸時代の生活

と明治時代の生

活を比較してみ

よう。  

・産業革命で、経

済・社会がどの

ように変化した

かを以下の語句

を用いてまとめ

てみよう。【工業

資本主 義】 

・産業革命の結果、

どのような問題

点が生じたかを

具体的に説明し

て み よ う 。 

（P210～P211）  

・第一次世界大戦

と第二次世界大

戦について、比

較が可能な論点

を自ら考えて、

表に追加してみ

よ う。  

・国際連盟が第二

次世界大戦を抑

止できなかった

こともあり、国

際連合にはそ 

の反省から新た

うな点にあらわら

えているでしょう

か。」を確認して、

「まとめと振り返

り」「近代（前半）

まで」の特色をつ

かもう！で学習を

振り返ることがで

きるよう活動が設

定されている。 

・いつ、どこで、何

があった？ 

・どんな時代？ 

・学習を振り返ろ 

 う（P212） 

・後半 

◇各見開きの「確認」

「表現」で、学習内

容と関連した事項

を、自分の言葉で

説明する課題を提

示している。  

◇編ごとの問い「日

本はなぜ二度の世

界大戦に参戦し、

その結果どうなっ

たのでしょうか。」

を確認して、「まと

めと振り返り」「近

代（後半）まで」の

特色をつかもう！

で学習を振り返る

ことができるよう

活動が設定されて

いる。 

・いつ、どこで、何

があった？ 

・どんな時代？ 

・学習を振り返ろ 

 う（P256） 

・章の学習で学ん

だ重要な言葉

（キーワード）

を 1 つあげ、作

文をつくる「ひ

とこと」作文 

・時代比較の問題 

・意見交換会 

・後半 

◇時代の特徴を考え

るページ（P253） 

「近代後半とはど

のような時代だっ

たのだろうか」 

・人物比較の問題 

・歴史用語を 3 つ

の文で紹介する

「歴史用語ミニ

辞典」 

・章の学習で学ん

だ重要な言葉

（キーワード）

を 1 つあげ、作

文をつくる「ひ

とこと」作文 

・時代比較の問題 

・意見交換会 

りにして、この時

代はどのような

時代だったとい

えるのかを考え、

その理由と合わ

せてノートに書

いてみましょう。

また、それぞれの

考えをみんなで

話し合ってみま

しょう。（P202） 

・後半 

◇学習のまとめ「近代

②の時代をふり返

って考えてみよ

う。」 

・資料を見ながら近

代②の日本の変

化について考え

ましょう。 

・この学習のまとめ

の作業を手がか

りにして、この時

代はどのような

時代だったとい

えるのかを考え、

その理由と合わ

せてノートに書

いてみましょう。

また、それぞれの

考えをみんなで

話し合ってみま

しょう。（P242） 

 

いて考え、発表

しましょう。 

・第4部・近代はど

のような特色を

持った時代だっ

たでしょうか。

前の時代とくら

べながら、自分

の考えを書きま

しょう。（P181） 

◇第5部二つの世界

大戦（8章・9章）学

習のまとめ 

・第5部（8章・ 

9章）をふりかえ

って印象に残っ

たことを4コマ

漫画で表現して

みましょう。

（P245） 

・外交 

日清戦争・日露戦

争・第一次世界大

戦における条約を

記しなさい。また

関連する語句を選

びなさい。 

・産業 

明治時代の産業の

説明文について、

語句を埋めなさ

い。 

 

◇近代において、我

が国とアメリカの

国際関係がどのよ

うな変遷をたどっ

たか、300字でまと

めましょう。 
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主義を求める風

潮が高まったの

でしょうか。 

③経済情勢が変化

する中、日本は

どのようにして

日中戦争に突入

したのでしょう

か。 

④第二次世界大戦

はなぜ起こり、

世界と日本にど

のような影響を

あたえたのでし

ょうか。 

◇くま手チャートを

使って、探究課題

に対しての自らの

考えを整理して表

現できるように工

夫されている。

（P242） 

な仕組みが取り

入れられた。二

つの国際協調機

構を比較してみ

よう。さらに、比

較が可能な論点

を自ら考えて、

表に追加してみ

よう。  

・国際連盟の加盟

国はヨーロッパ

の国々が多く、

アジアやアフリ

カの加盟国は 

少ない。この理

由は何だろう

か。  

・第一次世界大戦

後社会的に弱い

立場に置かれて

いた人々が、現

状の改善や新し

い権利を求め

た。例に従って

まとめてみよ

う。 

（P252～253） 

現代の日本と

世界 

まとめの活動（P270） 

◇探究課題「戦後の

日本は、どのよう

なことをきっかけ

に成長してきたの

でしょうか。」に対

して節ごとの探究

のステップ課題が

設定されている。  

◇探究のステップ 

①戦後の諸改革

は、日本の政治

や社会にどのよ

うな影響をあた

えたのでしょう

か。 

 ②冷戦の中で、な

ぜ日本は経済成

長を遂げること

ができたのでし

◇各見開きの「表

現！」で、学習内容

と関連した事項を

「説明しよう」と

いう課題を提示

し、時代の特色を 

自分の言葉で表現

するようにしてい

る。  

◇章の問い「人々は

どのように世界規

模の戦争と関わっ

ていたのだろう」

に対して、「学習の

まとめと表現」で

ステップに応じて

考えを整理し表現

できるよう工夫さ

れている。（P248～

P250） 

◇各見開きの「説明

しよう」 で、学習

内容と関連した事

項を自分の言葉で

説明する課題を提

示している。  

◇節の問いを振り返

り、説明する課題

を提示している。

（P302） 

◇「学習を振り返ろ

う」  

・章の問い「戦後の

日本の社会はど

のように変化

し、現在へつな

がってきたのだ

ろうか」に対し

て学習の振り返

り 

◇章のまとめ  

・平和でだれもが

暮らしやすい社

会（世界）をつく

っていくため

に、今までの歴 

史学習を通し

て、解決すべき

問題点としてあ

なたは何を取り

上げますか。ま

たその具体的な

解決策について

も、自分なりに

考えてみよう。

（P283） 

◇各見開きの「確認」

「表現」で、学習内

容と関連した事項

を、自分の言葉で

説明する課題を提

示している。  

◇編ごとの問い「戦

後の日本は、平和

で民主的な社会、

豊かな暮らしをど

のようにして追求

してきたのでしょ

うか。」を確認し

て、「まとめと振り

返り」「現代まで」

の特色をつかも

う！で学習を振り

返ることができる

よう活動が設定さ

れている。 

◇時代の特徴を考え

るページ（P286） 

「現代とはどのよ

うな時代だったの

だろうか」 

・人物比較の問題 

・歴史用語を 3 つ

の文で紹介する

「歴史用語ミニ

辞典」 

・章の学習で学ん

だ重要な言葉

（キーワード）

を 1 つあげ、作

文をつくる「ひ

とこと」作文 

・時代比較の問題 

・意見交換会 

◇学習のまとめ「現代

の時代をふり返っ

て考えてみよう。」 

・資料を見ながら現

代の日本の変化

について考えま

しょう。 

・この学習のまとめ

の作業を手がか

りにして、この時

代はどのような

時代だったとい

えるのかを考え、

その理由と合わ

せてノートに書

いてみましょう。

また、それぞれの

考えをみんなで

話し合ってみま

しょう。（P278） 

◇第6部現代（10章を

ふりかえる）学習

のまとめ 

・学習をふりかえ

り、時代の変化

を絵に表してみ

ましょう。 

・第 6 部の学習を

ふりかえり、国

際社会での課題

となっているこ

とをあげ、日本

ができることを

考えて文章にま

とめましょう。

グループやクラ

スで話し合いま

しょう。（P280） 

◇ 現 代 の ま と め

（P459） 

・政治  

GHQ の占領政策

について各面で

行われた改革を

まとめなさい。 

・文化 

現代の我が国に

はどのような文

化があるか、考

えてみましょ

う。 

・外交 

各国との条約を

年代の古い順か

ら並び替えなさ

い。また、現在で

もソ連と平和条

約が締結されて
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ょうか。 

③より良い社会を

創るために、こ

れからどのよう

なことが必要と

されるのでしょ

うか。 

◇ピラミッドランキ

ングを使って、探

究課題に対しての

自らの考えを整理

して表現できるよ

うに工夫してい

る。（P272） 

◇各章の問いについ

て考えるときに

JUMP!で「歴史的な

見方・考え方」を使

って時代の特色を

考えることができ

るよう工夫されて

いる。 

  

 

・話し合いを通し

て自分の考えを

深めよう。  

・この時代の特色

を理由とともに

考察しよう。

（P304） 

・いつ、どこで、何

があった？ 

・どんな時代？ 

・学習を振り返ろ 

う（P290） 

いない理由を述

べなさい。 

・産業 

高度経済成長の

説明文につい

て、語句を埋め

なさい。 

◇吉田茂について、

300 字以内でまと

めましょう。 

新聞を活用している事項の数とそ

の内容 

新聞記事：8 個所  

◇五・一五事件を伝

える新聞 

（P202・P227）  

◇米騒動を伝える新

聞（P213） 

◇張作霖の殺害を報

じる新聞（P225） 

◇日本の国際連盟脱

退を報じる新聞

（P226） 

◇盧溝橋事件を報じ 

る新聞（P228） 

◇真珠湾攻撃を伝え

るハワイの新聞

（P232）  

◇ミッドウェー海戦

を 伝 え る 新 聞

（P233） 

◇世界金融危機を報

じる新聞（P263） 

新聞記事：11箇所 

◇新潟日報の記事

（P16）  

◇日英同盟の風刺画 

（P189）  

◇米騒動を伝える新

聞（P219）  

◇張作霖の列車の爆

破事件を伝える新

聞（P229）  

◇五・一五事件を伝

える新聞（P231） 

◇二・二六事件を報

じる新聞（P232）  

◇国際連盟総会での

韓国の可決を伝え

る新聞（P233）  

◇二・二六事件を伝

える新 聞（P234）  

◇日米の開戦を伝え

る新 聞（P240）  

◇ミッドウェー海戦

を 伝 え る 新 聞

（P242）  

◇日独伊三国同盟を

伝える新聞（P291） 

新聞記事：6 箇所  

◇米騒動を伝える地

元の新聞（P238） 

◇義援金を募る新聞

広告（P222） 

◇国際連盟脱退を伝

える新聞（P256）  

◇五・一五事件を伝

える新 聞（P257）  

◇日独伊三国同盟調

印を伝える新聞

（P262）  

◇ミッドウェー海戦

を 伝 え る 新 聞

（P269） 

新聞記事：5箇所   

◇米騒動を伝える新

聞 （P212）  

◇太平洋戦争開戦を

伝える新聞（P213） 

◇米騒動を伝える新

聞 （P224）  

◇五・一五事件を伝

える新聞（P239）  

◇太平洋戦争開戦時

の新聞（P245） 

歴史新聞：1 箇所  

◇地域調べをまとめ

る方法の一つとし

て、歴史新聞づく

りを紹介してい

る。  

新聞記事：4 箇所  

◇国際連盟脱退を伝

える 新聞（P240）  

◇五・一五事件を伝

える新聞（P241）  

◇日米海戦を伝える

新聞記事（P246）  

◇ミッドウェー海戦

を 伝 え る 新 聞

（P252） 

新聞記事：10 箇所 

◇福沢諭吉が創刊し

た時事新報（P187） 

◇五・四運動の暴動

を 報 じ る 新 聞

（P217） 

◇東北大飢饉を報じ

る新聞（P224） 

◇日本で発覚したゾ

ルゲ事件を報じる

新聞（P227） 

◇五・一五事件を報

じる新聞（P230） 

◇日本の国際連盟脱

退を報じる新聞（P 

231） 

◇二・二六事件を報

じる新聞（P231） 

◇警察予備隊新設を

報じる新聞（P261） 

◇湯川秀樹ノーベル

賞受賞を報じる新

聞（P272） 

◇東日本大震災 

（P 282） 

歴史新聞：1 箇所 

◇歴史学習のまとめ

①として、歴史新聞

の作り方を紹介し

ている。 

新聞記事：7 箇所 

◇日清戦争のようす

を 伝 え る 新 聞

（P188） 

◇犬養首相暗殺を伝

える新聞（P228） 

◇日本の国際連盟脱

退を報じる新聞

（P229） 

◇日独伊三国同盟調

印を伝える新聞

（P233） 

◇開戦の新聞記事

（P234） 

◇台湾沖航空戦を伝

える日本の新聞

（P236） 

◇日本の国連加盟を

伝える新聞（P254） 

 

新聞記事：8箇所 

◇歴史人物調べの一

例として、山本宣

治の刺殺を伝える

新聞（P210） 

◇昭和恐慌の時に徒

歩で郷里へ帰る

人々がいたことを

伝える新聞（P217） 

◇国際連盟総会から

の退場を伝える新

聞（P221） 

◇五・一五事件を伝

える新聞（P222） 

◇サイパン島の玉砕

を 伝 え る 新 聞

（P234） 

◇第五福竜丸の被ば

くを伝える新聞

（P258） 

◇中国残留日本人孤

児の調査を伝える

新聞（P270） 

◇日本人孤児が母親

と再会したことを

伝える新聞（P270） 

◇新聞にまとめてみ

よう（近世）（P262） 
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教科書の使い方（学習の進め

方）に関する記載 

◇章と本文ページの

構成や学び方を示

し、マークやコラ

ムの意味を説明し

ている。 

（P6～P7） 

◇章の構成や本文ペ

ージの見方・使い

方を示し、マーク

やコラムの意味を

説明している。（P2

～P4） 

◇学習の流れや導

入・本文ページの

学習の仕方を示

し、マークやコラ

ムの意味を説明し

ている。 

（巻頭P4～P9） 

◇マークの意味を説

明している。（P4） 

◇学習の流れや基本

構成、使い方を示

し、マークやコラ

ムの意味を説明し

ている。 

（P2～P5） 

◇マークやロゴの意

味を説明してい

る。（P6） 

◇学習の流れや特集

ページについての

説明をしている。

（P5～P7） 

◇全体と本文ページ

の構成を示してい

る。（巻頭P2） 

◇教科書の使い方を

説明している。

（P5） 

自主学習、自由研究用に設定さ

れている課題の内容 

◇「歴史への扉」 

（P8～P19） 

年表へのまとめ方

や地域の調べ方・

まとめ方・発表の

仕方を提示してい

る。 

 

 

 

 

◇「スキル・アップ」 

資料の集め方・読

み取り方・整理の

仕方・発表の仕方

を提示している。

（21項目） 

 

 

◇「まとめの活動」 

思考ツールを用い

たまとめ方を提示

している。 

（全5項目） 

 

◇「地域の歴史を調

べよう」 

地域の調べ方・ま

とめ方・発表の仕

方を提示してい

る。 

（全5項目） 

◇「歴史のとらえ方・

調べ方」 

（P2～18） 

人物のまとめ方や

地域の調べ方・ま

とめ方・発表の仕

方を提示してい

る。 

 

 

 

◇「歴史の技」 

資料の読み取り

方・整理の仕方を

提示している。（全

8項目） 

◇「歴史のとらえ方

と調べ方」 

 （P2～P13） 

歴史の調べ方・ま

とめ方・発表の仕

方を提示してい

る。 

 

 

 

 

◇「技能をみがく」 

資料の集め方・読

み取り方・整理の

仕方・発表の仕方

を提示している。

（全14項目） 

◇「身近な地域を調

べよう」 

（P8～P13） 

地域の調べ方・ま

とめ方・発表の仕

方を提示してい

る。 

 

 

 

 

◇「歴史を考えよう」 

資料の読み方、活

用方法を提示して

いる。 

（全7項目） 

◇「私たちと歴史」 

 （P6～P17） 

人物の調べ方・ま

とめ方を提示して

いる。 

 

 

 

 

 

 

◇「スキルUP」 

資料の見方・まと

め方を提示してい

る。（15項目） 

 

 

 

 

◇「でかけよう！地

域調べ」 

地域の調べ方・ま

とめ方を提示して

いる。 

（全6項目） 

◇「地域の歴史を

調べる」「人物を通

して時代をとらえ

る」 

（P12～P18） 

カードへのまとめ

方、地域の調べ方・

まとめ方・発表の

仕方を提示してい

る。 

 

◇「調べ学習のペー

ジ」 

各章末のページに

あり、資料の読み

取り方・整理の仕

方を提示してい

る。（全6項目） 

◇「序章」 

（P10～23） 

カードや年表への

まとめ方、地域の

調べ方・まとめ方・

発表の仕方を提示

している。 

 

 

 

 

◇「歴史新聞をつく

ろう」 

 （P280～P281） 

歴史新聞の作り方

を提示している。 

◇「歴史への案内」 

（P4～P9） 

カードや年表への

まとめ方を提示し

ている。 

 

 

 

 

 

 

◇「歴史を体験する」 

調べ方やまとめ方

を提示している。 

（全6項目） 

◇「国史を学ぶにあ

たって」 

（P11～P15） 

調べ方、まとめ方、

発表の仕方、振り

返り方を提示して

いる。 

 

資料の収集・活用・整理の仕方

など調べ学習の方法についての

記載 

◇「歴史へのとびら」

（P8～P19） 

年表へのまとめ方

や地域の調べ方・

まとめ方・発表の

仕方を提示してい

る。 

◇「歴史のとらえ方・

調べ方」 

（P2～18） 

◇「歴史の技」 

地域の調べ方、ま

とめ方、発表の仕

方 

◇「歴史のとらえ方

と調べ方」 

（P2～P13） 

◇「技能をみがく」歴

史の調べ方、まと

め方、発表の仕方 

（全14項目） 

◇「身近な地域を調

べよう」 

（P8～P13） 

◇「地域からのアプ

ローチ」 

地域の調べ方、ま 

とめ方、発表の仕 

◇「私たちと歴史」

（P6～P17） 

◇人物の調べ方とま

とめ方 

「スキルUP」1（全

5項目） 

◇資料の見方、まと

◇「地域の歴史を調

べる」（P12～15） 

地域の調べ方・ま

とめ方・発表の仕

方 

◇「人物を通して時

代をとらえる」 

◇「序章」 

（P10～23） 

◇カードや年表への

まとめ方 

◇「歴史新聞をつく

ろう」 

（P280～P281） 

◇「歴史への案内」

（P4～P9） 

◇「歴史を体験する」 

カードや年表への

まとめ方 

（全6項目） 

◇調べ方やまとめ方 

◇「国史を学ぶにあ

たって」 

（P11～P15） 

調べ方、まとめ方、

発表の仕方、振り

返り 
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◇「スキル・アップ」 

資料の集め方・読

み取り方・整理の

仕方・発表の仕方

を提示している。

（全21項目） 

◇「まとめの活動」 

思考ツールを用い

たまとめ方を提示

している。 

（全5項目） 

（全8項目） 

◇「身近な地域の歴

史を調べよう」 

資料の読み取り

方、整理の仕方 

（全6項目） 

◇資料の集め方、読

み取り方、整理の

仕方、発表の仕方 

方 

（全7項目） 

◇「歴史を考えよう」 

地域の歴史の調べ 

 方 

（全7項目） 

◇資料の読み方、活

用方法 

め方 

◇「でかけよう！地

域調べ」 

施設の見学の仕方 

（全6項目） 

◇地域の調べ方 

（P16～P18） 

カードへのまとめ

方 

◇「調べ学習のペー

ジ」 

資料の読み取り

方・整理の仕方 

（全6項目） 

地域の調べ方、ま

とめ方、発表の仕

方 

◇歴史新聞の作り方 

体験的な学習活動の例、書き込

み等作業的な内容 

◇「確かめよう・ふり

返ろう・深めよう」 

各章末で年表、地

図、文章での書き

込みなど作業的な

まとめを示してい

る。 

◇「歴史の流れをと

らえよう」 

（P2～P7） 

歴史すごろく、人

物カード作りなど

の作業を取り入れ

ている。 

 

◇「学習のまとめと

表現」 

各章末で年表、地

図、表、文章でのま

とめを提示してい

る。 

◇「年代の表し方と

時代区分」 

（P4～P7） 

年代の表し方の作

業を取り入れてい

る。 

 

 

◇「タイムトラベル」 

各時代の導入でイ

ラストから読み取

る作業を取り入れ

ている。 

 

 

◇「章の学習を振り

返ろう」 

◇「歴史を大きく変

えた人物」（P7） 

人物についてまと

める作業を提示し

ている。 

 

 

 

◇「まとめ」各章末で

地図、表、文章での

まとめを提示して

いる。 

◇人物についてまと

める作業を提示し

ている。 

 

 

 

 

 

◇「学習の整理と活

用」 

各時代の終わり

に、年表、地図、文

章などでのまとめ

を提示している。 

 

◇「チャレンジ歴史」 

資料に基にした作

業、話し合いや文

章でのまとめを提

示している。 

（全5項目） 

◇「復習問題のペー

ジ」 

各章末で地図、文

章での書き込みな

ど作業的なまとめ

を示している。 

◇「歴史探検！歴史

の流れと先人の活

躍」（P14～P17） 

年表やカードを使

った作業を提示し

ている。 

 

 

◇「学習のまとめ」 

各章末で年表、地

図、表、文章でのま

とめを提示してい

る。 

（全6項目） 

 

◇「歴史ズームイン」 

資料に基づいた話

し合い活動を提示

している。 

 

 

 

◇「学習のまとめ」 

資料を基にした表

や文章へのまとめ

を提示している。 

◇「歴史への案内」

（P4～P9） 

年表や年代の表し

方の作業を取り入

れている。 

 

 

 

◇「部の学習のまと

め」 

各部末で、話し合

いや文章でのまと

めを提示してい

る。 

 

◇「章をふりかえる」 

第1章から第10章

の各章末で年表や

地図、文章などで

のまとめを提示し

ている。 

 

◇「歴史を体験する」 

・火おこし 

（P34～P35） 

・糸をつむぐ（P158

～P159） 

 

◇「まとめ学習」 

第 1 章から第 6章

の各章末で年表や

地図、文章などで

のまとめを提示し

ている。 

 

「生徒が主体的・対話的に学習

に取り組むことを促す」工夫と

して掲載されている教材の数と

内容 

本文ページに「ス

キル・アップ」という

学習内容を、主体的・

対話的な学びにつな

げる、基礎的・基本的

な技能を身に付ける

内容を記載。 

◇屏風絵から読み取

本文ページに「歴

史の窓」という学習

から興味や関心を広

げていくコラムを掲

載。 

◇奥州藤原氏と平泉

（P63） 

◇宋と高麗（P65） 

本文ページに「ア

クティブ歴史」とい

う、具体的な主題を

設定し、「主体的対話

的で深い学び」を実

践する 5 テーマを掲

載。 

本文に「ステップ

アップ」という、より

主体的に深めてほし

い課題を掲載。 

『「歴史との対話」

を未来に活かす』と

いう、よりよい未来

をつくるために何が

大切かを考える現代

の課題を掲載。（全 3

項目） 

「調べ学習のペー

ジ」 

各章末のページに

あり、資料の読み取

り方・整理の仕方を

提示している。 

（全6項目） 

「歴史ビュー」と

いうコラムを掲載。

歴史にかかわる出来

事の意味や、伝統と

文化の特色につい

て、多角的な視点か

ら解説している。（全

15項目） 

「歴史を体験す

る」 

調べ方やまとめ方

を提示している。 

（全6項目） 
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調査項目 
発行者名 

２ 東書 １７ 教出 ４６ 帝国 ８１ 山川 １１６ 日文 ２２５ 自由社 ２２７ 育鵬社 ２２９ 学び舎 ２３６ 令書 

ろう（巻頭3） 

◇絵巻物から読み取

ろう」（P1） 

など 

（全21項目） 

◇ナポレオンの支 

配」（p149） 

など 

（全19項目） 

 

別表５ 

調査項目 
発行者名 

２ 東書 １７ 教出 ４６ 帝国 ８１ 山川 １１６ 日文 ２２５ 自由社 ２２７ 育鵬社 ２２９ 学び舎 ２３６ 令書 

「発展的な内容を取り扱う」トピ

ックスなどの記載の数と内容 

本文ページに「も

っと知りたい！」と

いう学習内容を、よ

り深めたり、より広

げたり、異なる視点

で捉えたりしたコラ

ムを掲載。 

◇蝦夷の抵（P53） 

◇藤原道長の直筆日

記（P55） 

など 

（全32項目） 

 

 

 

 

 

 

本文ページに「未

来にアクセス」とい

う、現代社会におい

ても継続的な課題で

ある社会的事象を取

り上げるコラムを掲

載。 

◇女性の政治参加を

求めて」（P209） 

◇在日韓国・朝鮮人

（P247） 

など 

（全5項目） 

特設ページ「歴史

を探ろう」で本文ペ

ージには登場しない

人物の視点や、あと

の時代への影響やつ

ながりなどの視点か

ら、生徒が捉え直す

ことができるページ

を設定。 

◇神話にみる古代の

人々の信仰（P14） 

◇働く女性や子ども

たち」（P88） 

など 

（全11項目） 

 

 

 

「歴史学習の終わ

りに」（P287〜289）で

身近な話題など現代

社会の課題につなげ

るページを設定。 

本文ページに「歴

史プラス」という、歴

史的分野の発展的な

事例を紹介する欄を

設けている。 

◇東アジアの美、磁

器（P87） 

◇子ども向けの文

化・商品の誕生

（P243） 

など 

（全37項目） 

 

 

 

 

 

 

特設ページ「歴史

を探ろう」を設け、歴

史的事象をさまざま

な視点で捉える内容

が掲載されている。 

◇発展する産業都市 

大阪・神戸」（P246

〜247） 

など 

（全11項目） 

 

 

 

「未来に向けて」

ではSDGsと歴史との

関連などのテーマを

取り扱っている。 

◇よりよい社会を目

指して」（巻頭）な

ど 

特設ページ「歴史

へのアプローチ」で、

時代を大きく捉えた

り他地域とのつなが

りを捉えたりするテ

ーマを掲載してい

る。 

◇琉球の歴史と文化

（P88〜89） 

◇都市の暮らしと名

所（P144〜145） 

など 

（全10項目）  

 

 

 

 

 

特設ページ「歴史

を考えよう」では、美

術作品や史料・地図、

憲法や選挙などのテ

ーマを取り上げてい

る。 

◇江戸図屏風を読み

解く 

（P134〜135） 

◇第１回普通選挙の

実態を探る」（P228

〜229） 

など 

（全7項目） 

特設ページ「チャ

レンジ歴史」で、資料

を基に問いを立て、

資料を読み取ったり

考察を深めたりする

学習活動を促してい

る。 

◇考古学に挑戦！ 

よろいを着た人物

のなぞを解こう

（P38〜39） 

◇承久の乱を通し

て、古代から中世

への変化を考えよ

う（P74〜P75） 

など 

（全5項目） 

 

特設ページ「歴史

を掘り下げる」では、

テーマごとに学習内

容をより詳しく解説

している。 

◇日本の神話（P51） 

◇文化財を守り伝え

る仕事（P58） 

など 

（全7項目） 

 

 

 

SDGsと関連の深い

項目にはマークを付

け、意識付けがされ

ている。 

特設ページ「もっ

と知りたいコラム」

で、時代ごとに関連

する人物や場所、詳

しい事象を取り上げ

ている。 

◇岩宿遺跡を発見し

た相澤忠洋（P24） 

◇秀吉はなぜバテレ

ン追放令を出した

のだろうか（P117） 

など 

（全33項目） 

 

 

特設ページ「歴史

ズームイン」という

コラムで、学習内容

についてのより深い

解説や、別の視点か

らの見方を示すため

の資料や情報を掲載

している。 

◇日露戦争の舞台

裏」 

（P196～197） 

◇感染症の歴史」

（P276～277） 

など 

（全18項目） 

 

 

 

本文ページ内の

「歴史ビュー」とい

うコラムで、本文の

内容に関連する知識

の習得を図る情報を

掲載している。 

◇厩戸皇子と聖徳太

子（P47） 

◇江戸時代の身分制

度（P121） 

など 

（全15項目） 

 

本文ページ内の

「人物クローズアッ

プ」というコラムで、

歴史上の人物を取り

上げ、活躍を紹介し

ている。 

◇藤原道長の栄華

章末ページに「歴

史を体験する」とい

う、歴史に関する実

験やフィールドワー

ク、などの方法や手

順について記したコ

ラムを掲載してい

る。 

◇地域の博物館で調

べる 

（P132～133） 

◇対話・討論にチャ

レンジ 

（P178～179） 

など 

（全7項目） 

特設ページ「世界

各国王朝略年表」に

より、時代ごとに各

国の動向が比較でき

るようになってい

る。 

 

特設ページ「歴代

天皇の皇位継承図」

を掲載し、現代まで

の歴史的なつながり

を取り上げている。 

 

 

 

 

 

 

本文ページ内にあ

るコラムで、歴史的

事象の詳細や関連す

る事象などを取り上

げている。 

◇『古事記』の国譲り

神話（P39） 

◇日本を小国から大

国に押し上げた明

治天皇（P335） 

など 

（全42項目） 
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調査項目 
発行者名 

２ 東書 １７ 教出 ４６ 帝国 ８１ 山川 １１６ 日文 ２２５ 自由社 ２２７ 育鵬社 ２２９ 学び舎 ２３６ 令書 

特設2項目 

◇自然災害と神話

（P49） 

◇グローバルな東西

交 流 の 光 と 影

（P80） 

などコラム 

（全63項目） 

（P59） 

◇北条政子 ―頼朝

と幕府を支えた尼

将軍（P73） 

など 

（全17項目） 

 

「京都府」の歴史的事象に関する

発展的な内容 

「 も っと 知りた

い！」 

◇「解放令」から水平

社へ 

（P218〜219） 

 「未来に向けて」 

◇祇園祭の始まり

（P58） 

「歴史を考えよう」 

◇平安京と京都の街

を考える 

（P56〜57） 

 「調べ学習のペー

ジ」 

◇修学旅行で行く 

奈良と京都 

（P64～65） 

「もっと知りたいコ

ラム」 

◇吉野と京都 2つの

朝廷（P98） 

 「歴史を体験する」 

◇インターネットで

『洛中洛外図屏

風』を見る（P104

～105） 
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別表６ 

調査項目 
発行者名 

２ 東書 １７ 教出 ４６ 帝国 ８１ 山川 １１６ 日文 ２２５ 自由社 ２２７ 育鵬社 ２２９ 学び舎 ２３６ 令書 

地理的分野と特に関連づけた記載

のある内容 

ページ内に、地理

的分野との関連を示

す項目にはリンクマ

ークを付けて、意識

がしやすいようにな

っている。 

◇ 宗 教の おこり

（P33） 

◇ヨーロッパ連合

（EU）の共通通貨

「ユーロ」（P260） 

など 

（全17項目） 

特設ページに地理

的分野との関連を示

す「関連マーク」があ

り、関連が意識でき

るようになってい

る。 

◇大名行列と藩の財

政（P116～117） 

◇沖縄の歴史を調べ

よう 

（P176～177） 

など 

（全9項目） 

本文ページの脚注

欄に地理的分野の関

連用語を提示。資料

に「地」アイコンを付

けて関連が確認でき

るようになってい

る。 

 

本文ページ内に地

図帳を活用した内容

を掲載。「地図帳活

用」アイコンで関連

が確認できるように

なっている。 

◇世界各地の文明と

栽培植物の伝わっ

た方向（P18） 

など 

（全28項目） 

◇歴史へのアプロー

チ⑩ 日本の領

土の変遷（P268） 

本文ページ脚注の

連携コーナーで、地

理的分野に関連する

事項を確認、活用で

きるようになってい

る。 

◇世界の気候区分

（P25） 

◇四日市市や八日市

市」（P77） 

など 

（全4項目） 

適宜必要となる地

図などを配置。 

適宜必要となる地

図などを配置。 

「学習のまとめ」

ページで地図を活用

することで、地理的

な視点で捉えられる

ようになっている。 

巻末資料に地図を

多く掲載。各時代の

世界の勢力構成を示

している。 

 

公民的分野と特に関連づけた記載

のある内容 

ページ内に、公民

的分野との関連を示

す項目にはリンクマ

ークを付けて、意識

がしやすいようにな

っている。 

◇新しい思想で革命

を支える（P146） 

◇有権者数の増加

（P215） 

など 

（全35項目） 

特設ページに公民

的分野との関連を示

す「関連マーク」があ

り、関連が意識でき

るようになってい

る。 

◇神話にみる古代の

人々の信仰 

（P52～53） 

◇改革や平和を求め

て（P164～165）な

ど 

（全11項目） 

本文ページの脚注

欄に公民的分野の関

連用語を提示。資料

に「公」アイコンを付

けて関連が確認でき

るようになってい

る。 

 

◇古代ギリシアの民

主政治は、現代の

民主政治とどこ

が異なるのか、対

比して整理して

みよう（P21） 

◇今と昔で選挙の様

子はどのように

変化しているだ

ろうか（P189） 

本文ページ脚注の

連携コーナーで、公

民的分野に関連する

事項を確認、活用で

きるようになってい

る。 

◇議会制民主主義

（P161） 

◇自由貿易と関税

（P171） 

など 

（全3項目） 

 無 「学習のまとめ」ペ

ージでは、現代の課

題に結び付けて考え

るように配置されて

いる。 

第10章「現代の日

本と世界」で歴史と

今日の課題を結び付

けたテーマを設定。 

◇ゴジラの怒り、サ

ダコの願い-原水

禁運動- 

（P258～259） 

◇感染症に立ち向か

う-この世界でと

もに生きていく-

（P276～277） 

など 

（全15項目） 

 

 無 

道徳と関連のある内容 ◇原水爆禁止運動

（P253） 

◇身近な地域を調べ

よう（P12～18） 

◇働く女性や子ども

たち（P88～89） 

 無 ◇『戦後の女性と社

会』に関する年表

（P259） 

 無  無  無  無  無 

人権教育と関連のある内容、男女

共同参画社会の追究に対しての配

慮 

ページ内に、地理

的分野との関連を示

す項目にはリンクマ

ークを付けて、意識

がしやすいようにな

っている。 

◇渋染一揆（P137） 

◇女性の社会参加を

本文ページや特設

ページを通じて、差

別や人権確立の歴

史、人権をめぐる現

状や課題についての

考察を行う内容を掲

載。 

◇琉球王国とアイヌ

コラム「未来に向

けて 人権・多文化」

で人権に関する課題

の経緯などを紹介。 

◇中世の老人と子ど

も、女性（P93） 

◇自由は土佐の山間

より（P201） 

◇『戦後の女性と社

会』に関する年表

（P259） 

「歴史を掘り下げ

る」 

◇新しい世の中をめ

ざした人々（P174

～175） 

◇水平社の創立とさ

まざまな人権運

動（P234～235） 

 無  無 歴史の中の女性に

焦点を当てたテーマ

を掲載。 

◇国会を開こう-自

由民権運動（P170） 

◇女性は太陽だった

-社会運動の広ま

り―（P206） 

 無 



教科・種目名 社会（歴史的分野） 調査研究事項 

82 
 

調査項目 
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求めて（P209） 

など 

（全22項目） 

民族（P80～81） 

◇身分による差別

（P125） 

など 

（全47項目） 

など 

（全22項目） 

 

 

コラム「未来に向

けて 平和・安全」で

人々の平和に向けて

の取り組みなどを紹

介。 

◇芸術に込めた反戦

の意志（P255） 

◇ドイツのユダヤ人

迫害に抵抗した日

本人（P263） 

など 

（全15項目） 

 

 

 

 

 

 

「各時代の女性」 

◇政治や文化での活

躍（P57） 

◇武家の社会と女性

たち（P77） 

◇商工業を担う女性

たち（P93） 

◇日本初の女子留学

生 と 女 子 教 育

（P185） 

◇家制度と社会運動

（P207） 

◇女性の政治参加を

求めて（P228） 

◇女性の地位向上へ

の改革（P264） 

など 

（全26項目） 
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別表７ 

調査項目 
発行者名 

２ 東書 １７ 教出 ４６ 帝国 ８１ 山川 １１６ 日文 ２２５ 自由社 ２２７ 育鵬社 ２２９ 学び舎 ２３６ 令書 

資料（写真、統計やグラフ）の掲

載方法等の配慮事項 

◇資料ごとに番号を

付し、本文中に関

連を示す資料番号

を記載 

◇資料を読み取る視

点や資料を基に考

える視点を提示 

◇凡例を使用せず、

図中に直接記載 

 

 

◇資料ごとに番号を

付し、本文中に関

連を示す資料番号

を記載 

◇資料を読み解く

（読み取り考え

る）視点を問いの

形で提示 

◇資料ごとに番号を

付し、本文中に関

連を示す資料番号

を記載 

◇資料を読み取るポ

イントを示した

「資料活用アイコ

ン」を提示 

◇資料ごとに番号を

付し、本文中に関

連を示す資料番号

を記載 

◇資料を読み取る視

点や資料を基に考

える視点を問いの

形で提示 

 

◇資料ごとに番号を

付し、本文中に関

連を示す資料番号

を記載 

◇資料を読み取る視

点や資料を基に考

える視点を「資料

活用アイコン」を

付して提示 

◇資料ごとに番号を

付し、本文中に関

連を示す資料番号

を記載 

◇資料を読み取る視

点や資料を基に考

える視点を男女の

キャラクターのセ

リフをとおして提

示 

◇資料ごとに番号を

付し、本文中に関

連を示す資料番号

を記載 

◇資料を読み取る視

点や資料を基に考

える視点を「資料

活用アイコン」を

付して提示 

◇資料には、簡潔な

説明のみ記載 

◇各章の導入部に学

習への興味関心を

高める資料を多く

配置 

◇資料には、簡潔な

説明のみ記載 

◇本文の資料には必

要な情報を簡潔に

提示し、巻末に各

時代の日本や世界

の様子を表す歴史

地図をカラーで大

きく提示 

ユニバーサルデザイン化に向けた

工夫 

（配色、フォント、レイアウト

等） 

◇AB判を採用 

◇カラーユニバーサ

ルデザインに対応 

◇ユニバーサルデザ

イン・フォントを

採用 

 

 

◇ゴシック体のふり

がなを採用 

◇AB判を採用 

◇カラーユニバーサ

ルデザインに対応 

◇ユニバーサルデザ

イン・フォントを

採用 

 

 

◇主要な語句には見

開きごとにふりが

なを付している。 

◇AB判を採用 

◇カラーユニバーサ

ルデザインに対応 

◇ユニバーサルデザ

イン・フォントを

採用 

 

 

◇本文の記述を補足

する写真や図版は

大判で掲載 

◇AB判を採用 

◇カラーユニバーサ

ルデザインに対応 

◇ユニバーサルデザ

イン・フォントを

採用 

 

 

◇固有名詞・歴史用

語にはすべて、ふ

りがなを付してい

る。 

◇AB判を採用 

◇カラーユニバーサ

ルデザインに対応 

◇ユニバーサルデザ

イン・フォントを

採用 

 

 

◇ゴシック体の大き

めのふりがなを採

用 

◇AB判を採用 

◇カラーユニバーサ

ルデザインに対応 

◇ユニバーサルデザ

イン・フォントを

採用 

 

 

◇ゴシック体のふり

がなを採用 

◇AB判を採用 

◇カラーユニバーサ

ルデザインに対応 

◇ユニバーサルデザ

イン・フォントを

採用 

 

 

◇ゴシック体のふり

がなを採用 

◇A4判を採用 

◇カラーユニバーサ

ルデザインに対応 

◇資料や注記にはゴ

シック体を採用、

想定される学年に

応じた漢字表記や

表現 

◇ゴシック体のふり

がなを採用 

◇A5判を採用 

 

 

◇資料や注記にはゴ

シック体を採用 

 

 

 

◇ゴシック体のふり

がなを採用 

史料（法令、文献、絵図、絵、肖

像画等）の掲載方法等の配慮事項 

◇史料ごとに番号を

付し、本文中に関

連を示す史料番号

を記載 

◇史料の掲載部分を

文字の読み取りに

支障のない地色を

敷き区別すること

で紙面の構造を明

確化 

◇史料ごとに番号を

付し、本文中に関

連を示す史料番号

を記載 

◇史料を読み解く視

点を問いの形で提

示 

◇小学校での既習事

項は史料に「小学

校」と明示して掲

載 

◇史料ごとに番号を

付し、本文中に関

連を示す史料番号

を記載 

◇史料を読み取るポ

イントを示した

「資料活用アイコ

ン」を提示 

◇小学校の既習事

項、地理・公民との

関連事項をマーク

で明示して掲載 

◇史料ごとに番号を

付し、本文中に関

連を示す史料番号

を記載 

◇史料を読み取る視

点や史料を基に考

える視点を問いの

形で提示 

◇重要な史料にマー

クを付し、背景色

を変えて掲載 

◇史料ごとに番号を

付し、本文中に関

連を示す史料番号

を記載 

◇史料を読み取る視

点や史料を基に考

えたり学び合った

りする視点を「資

料活用アイコン」

を付して提示 

◇重要な史料にマー

クを付し、背景色

を変えて掲載 

◇史料ごとに番号を

付し、本文中に関

連を示す史料番号

を記載 

◇史料を読み取る視

点や史料を基に考

える視点を男女の

キャラクターのセ

リフをとおして提

示 

◇歴史上の文書・文

献が基になってい

る史料にマークを

付し、背景色を変

えて掲載 

◇史料ごとに番号を

付し、本文中に関

連を示す史料番号

を記載 

◇史料を読み取る視

点や史料を基に考

える視点を「資料

活用アイコン」を

付して提示 

◇重要な史料にマー

クを付して掲載 

◇史料には、簡潔な

説明のみ記載され

ている。 

◇各章の導入部に学

習への興味関心を

高める史料を多く

配置 

◇A判を生かし、一つ

一つの写真や絵図

を大きく掲載 

◇史料には、簡潔な

説明のみ記載され

ている。 

◇史料には必要な情

報のみ簡潔に提示 

◇巻末に各時代の日

本が誇る美術、工

芸作品をカラーで

大きく提示 

注記の内容が分かりやすく表現さ

れている 

◇注記の掲載部分を

文字の読み取りに

支障のない地色を

敷き区別すること

で紙面の構造を明

確化 

◇関連する事項の記

載ページを明示 

◇語句の内容によ

り、一般的な注記

と「解説」の 2 つ

に分けて掲載 

◇関連する事項の記

載ページを明示 

◇語句の内容によ

り、一般的な注記

を「解説」、人物の

注記を「人物コラ

ム」と 2 つに分け

て掲載 

◇関連する事項の記

載ページを明示 

◇語句の内容によ

り、一般的な注記

と「用語解説」「人

物コラム」の 3 つ

に分けて掲載 

◇関連する事項の記

載ページを明示 

◇語句の内容によ

り、一般的な注記

と「基本用語」の2

つに分けて掲載 

◇関連する事項の記

載ページを明示 

◇語句の内容によ

り、一般的な注記

と本文中の語句を

再掲し、用語解説

を兼ねている注記

の２つに分けて掲

載 

◇関連する事項の記

◇語句の内容によ

り、一般的な注記

と文字の読み取り

に支障のない地色

を敷いた人物の注

記の２つに分けて

掲載 

◇関連する事項の記

◇重要語句や難解な

語句にはページの

両端に用語解説を

掲載し説明 

◇本文中に番号を付

した語句を説明し

た一般的な注記と

本文の内容を詳細

に解説する注記の

2つに分けて掲載 
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 載ページを明示 載ページを明示 

索引（歴史上の出来事や重要語

句、人物等）の取扱い事項 

◇人名・事項に分け

て五十音順に掲載

し、関連ページを

示して記載 

 

◇人名・事項に分け

て五十音順に掲載

し、関連ページを

示して記載 

◇本文中に太字の人

名、事項は記載ペ

ージを太字で提示 

◇人名・事項に分け

て五十音順に掲載

し、関連ページを

示して記載 

◇人名に活躍した分

野（政治、文化、国

際交流など）のマ

ークを付して提示 

◇人名・事項に分け

て五十音順に掲載

し、関連ページを

示して記載 

 

◇人名・事項に分け

て五十音順に掲載

し、関連ページを

示して記載 

◇本文中に太字の人

名、事項は記載ペ

ージを太字で提示 

◇人名・事項に分け

て五十音順に掲載

し、関連ページを

示して記載 

◇人名の右に生年～

没年を明示 

◇人名・事項に分け

て五十音順に掲載

し、関連ページを

示して記載 

◇本文中に太字の人

名、事項は太字で

提示 

◇人名・事項を合わ

せて五十音順に掲

載し、関連ページ

を示して記載 

 

◇巻末に「政権担当

者・出来事対照表」

を時代別に掲載

し、歴史の流れを

把握できるように

工夫している。 

用語解説の数と掲載方法等の配慮

事項 

◇118項目 

◇巻末に、五十音順

に用語解説のコー

ナーを設け、関連

するページを示し

て解説 

◇20項目 

◇本文の注記として 

該当ページの両端

に「解説」として掲

載 

◇51項目 

◇本文の注記として 

該当ページの両端

に「解説」として掲

載 

◇101項目 

◇本文の注記として 

該当ページの両端

に「用語解説」とし

て掲載 

◇32項目 

◇本文の注記として 

該当ページの両端

に「基本用語」とし

て掲載 

◇12項目 

◇巻末にコーナーを

設け、複数の単元

にまたがって使用

される歴史用語を

五十音順に解説 

◇2項目 

◇用語解説として特

設しての掲載は少

ないが、注記を充

実させ重要用語の

解説を兼ねさせて

いる。 

◇142項目 

◇本文の注記として 

該当ページの両端

に重要語句や難解

な語句の解説を掲

載 

◇91項目 

◇本文の注記として 

該当ページの上端

または下端に重要

語句や難解な語句

の解説を掲載 

綴じ込み歴史年表の有無と配慮事

項 

◇巻末に広げること

ができる年表が綴

じ込まれている。 

◇表裏両面×2面 

◇日本の主な出来

事、世界の主な出

来事に分けて記載 

◇日本と外国との関

係を示す出来事に

■印を付けて提示 

◇教科書で学習する

章を年表中に明記 

◇巻末に広げること

ができる年表が綴

じ込まれている。 

◇左右に広げて全時

代を見通すことが

できるようにまと

めている。 

◇日本と外国のでき

ごとを上下に分け

て示している。 

◇巻末に広げること

ができる年表が綴

じ込まれている。 

◇表裏両面×2面 

◇日本の歩み、日本

と海外の交流、世

界の主な出来事に

分けて記載   

◇教科書で学習する

章と節を年表中に

明記 

◇章の導入部ごとに

年表が示されてい

る。 

◇年表は、日本と世

界の出来事が簡潔

にまとめられてい

る。 

◇巻末に広げること

ができる年表が綴

じ込まれている。 

◇表裏両面×2面 

◇日本のあゆみ、外

国とのつながり、

世界の動きに分け

て記載     

◇教科書で学習する

編を年表中に明記 

◇巻末に広げること 

ができる年表が綴

じ 込まれている。  

◇表裏両面×1面 

◇日本の主なできご

とと、世界の主な

できごとに分けて

記載 

◇巻末に広げること

ができる年表が綴

じ込まれている。 

◇表裏両面×1面 

◇日本の主なできご

と、世界の主なで

きごとに分けて記

載し、関連する項

目は点線や矢印で

つなげて明示 

 

◇巻末に年表がまと

められている。 

◇巻末に12ページ 

◇日本の社会・政治・

経済の動きと日本

の文化・宗教、世界

の動きに分けて記

載 

◇年表中の時間軸が

北海道など、本州

など、沖縄などの3

つを明記 

 

◇章のまとめ学習と

して章末に年表が

示されている。 

◇政治、経済・社会・

文化、世界に分け

て記載 

◇年表中の［ ］に語

句を記入する部分

があり、復習に使

用できる。 

デジタル教科書の有無（指導者

用、学習者用） 

◇指導者用：有 

◇学習者用：有（翻訳

機能を追加） 

◇指導者用：有 

◇学習者用：有 

◇指導者用：有 

◇学習者用：有 

◇指導者用：有 

◇学習者用：有 

◇指導者用：有 

◇学習者用：有 

◇指導者用：なし 

◇学習者用：なし 

◇指導者用：有 

◇学習者用：有 

◇指導者用：なし 

◇学習者用：なし 

◇指導者用：なし 

◇学習者用：なし 

二次元コード等によるデジタル教

材の配置 

◇382コンテンツ 

◇15種類の内容 

◇各ページの見開き

の導入部ごとに定

位置に配置 

◇58コンテンツ 

◇リンク、動画、クイ

ズの3種類の内容 

◇各章の導入部にリ

ンク、資料やコラ

ムに動画、章末の

まとめにクイズを

配置 

◇391コンテンツ 

◇11種類の内容 

◇各章導入部、章末

のまとめ、各節の

導入部など随所に

配置 

◇35コンテンツ 

◇「くわしく見てみ

よう」「聴いてみよ

う」「読んでみよ

う」など、資料を活

用して学習を深め

るコンテンツとし

て配置 

◇437コンテンツ 

◇3コンテンツ12種

類の内容 

◇各編や節の導入部

やまとめに動画や

小テストを配置 

◇各編、節の学習履

歴を記録するコン

テンツとして配置 

◇なし ◇各章の導入部（7か

所）に二次元コー

ドを配置 

◇学習内容に関連す

る動画の閲覧や歴

史、文化に関連す

る諸機関・団体の

コンテンツからの

情報収集が可能 

◇第 4 章のふりかえ

りと第 8 章のふり

かえり学習でイン

ターネットでの調

べ学習について記

載 

 

◇1コンテンツ 

◇漫画「承久の乱」に

リンク 

 

 


